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1. 評価の視点の整理 
小分類（施策群）の評価に際しては、既往の河川審議会答申や指針・ガイドライン等に示されている基本的な考え方をもとに、評価の視点を抽出した。 

 
小分類 1. 生物の生息・生育・繁殖環境の保全と整備 

河川審議会答申 

「今後の河川管理のあり

方について」 

新生物多様性国家戦略 自然再生基本方針 自然再生事業指針 多自然川づくり基本指針

平成7年3月 平成14年3月 平成15年3月 平成17年5月 平成18年10月 

生物の多様な生息・生育環

境の確保のための施策 

生物多様性の保全及び持

続可能な利用の基本方針 

河川の整備における基本

的な考え方 

河川における生物多様性

の確保のための施策 

自然再生を進める上での

視点 

自然再生事業を進めるう

えでの原則 
多自然川づくりの方向性

（小分類）評価の視点 

 ・ 自然の再生・修復 
 

・ その川がもともと有し
ていた多様な河川環境
を保全・復元する 

 

・自然再生事業の推進 ・ 回復力活用の原則 
 

・ 河川全体の営みを視
野に入れた川づくり 

 

河川本来のダ
イナミズムの
保全・再生 
 
 
 
 
 

・ 多様な河川形状の採用
・ 貴重な動植物の絶滅を

防止するための取組み
の推進 

・ 里地里山の保全と利用
・ 湿地の保全 
・ 自然の再生・修復 
・ 野生動物の保護管理 
 

・ その川らしい生物の生
息・生育環境の保全・復
元を図る 

・ 生物の生息・生育空間の
保全・復元による生物多
様性の確保 

・ 渓流や斜面等における
生物多様性の確保 

・ 自然再生事業の推進 
・ 外来種対策による生物

多様性の確保 

・ 調査、計画、設計、施
工、維持管理等の河川
管理全般を視野に入
れた川づくり 

 

河川固有の生
物の生息・生
育・繁殖環境の
保全・整備 
 
 
 
 

・ 流域での自然の広がり
を考慮した取組みの検
討 

・ 河川における上下流方
向の連続した環境条件
の確保 

・ 重要地域の保全と生態
的ネットワーク形成 

・ 自然の再生・修復 
 

・ 連続した環境を確保す
る 

・ 水の循環を確保する 
 

・ 水量・水質が確保された
清流の復活による生物
多様性の確保 

・ 自然再生事業の推進 

・ 地域に固有の生物多様
性の確保 

 

・ 種多様性保全の原則 
・ 変異性保全の原則 
・ 地域性保全の原則 

・ 河川全体の営みを視
野に入れた川づくり 

 

河川および流
域の連続性の
確保 
 
 
 
 
 

・ 「河川水辺の国勢調査」
の充実 

・ 自然環境データの整備
・ 効果的な保全手法等（環

境アセスの充実） 

 ・ 河川環境に関する調査
研究 

・ 科学的知見に基づく順
応的な実施 

  モニタリング
と科学的評価 

  ・ 市民、有識者、関係団体
等の理解と協力を得る 

・ 市民との協働による生
物多様性の確保 

・ 地域の多様な主体の参
加 

・ 諸分野協働の原則 
・ 実現可能性の原則 

 目標の明確化
と地域住民・関
係機関との連
携 

  

生
物
の
生
息
・
生
育
・
繁
殖
環
境
の
保
全
と
整
備 

・ 生物の生息・生育環境に
支障を与える行為の制
限 

    ・ 伝統尊重の原則 
 

・ 地域の暮らしや歴
史・文化と結びついた
川づくり 

その他 魅力ある水辺
空間の整備と
保全 

  ・ 水の循環を確保する ・ 水量・水質が確保された
清流の復活による生物
多様性の確保 

   その他 河川利用・生活
環境に配慮し
た水量・水質の
改善 

   ・ 河川を活用した環境教
育や自然体験活動を通
じた生物多様性の保全
への貢献 

   その他 地域・市民との
連携・協働 
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小分類 2. 魅力ある水辺空間の整備と保全 
河川審議会答申 河川審議会小委員会報告 社会資本整備審議会河川分科会  

「今後の河川環境のあり方につい

て」 

「河川を活かした都市の再構築の

基本的方向」 

「河川敷地占用許可準則の見直し

方針はいかにあるべきか」 

「安全・安心が持続可能な河川管理

のあり方について」 

平成 7年 3月 平成 10年 9月 平成 16年 11月 平成 18年 7月 

生物の多様な生息・生育環境の確

保、健全な水循環系の確保、河川と

地域の関係の再構築 

しっかりとした公共空間の確保、河

川空間の特性を活かした河川の整

備 

治水利水機能の確保及び河川環境

に配慮しつつ、河川敷地の多様な利

用の一層の推進 

日常的な河川の維持管理、危機管理

の観点からみた河川管理 

（小分類）評価の視点 

・生物の生息・生育環境に支障を与

える行為の制限 

・身近な自然の保全と創出 

・水と緑のネットワーク形成 

 ・自然環境の変化を踏まえ、河川環

境の管理目標を検討する 

生物の生息・生育・繁殖環境の保全

に配慮した河川空間管理 

・散策路等の整備や河川空間の保全

による人と川のふれあいの確保 

・親水性の確保 

・舟運の利用 

・レクリエーションの利用 

  人と川のふれあいの確保 

・地域の意向を反映した河川整備の

推進 

・不法係留対策  ・河川や地域の特性を反映した維持

管理の実現 

地域の意向を反映した河川整備 

・地域活性化を支援する水辺づくり

の推進 

・都市の中の水辺空間の復活 

・沿川地域と一体となった新たな河

川整備 

・にぎわいの創出 

・歴史、風土、文化を活かした河川

整備 

・河川空間を活用したまちづくり、

地域づくりに資する施設 

 地域の活性化に資する河川整備 

魅
力
あ
る
水
辺
空
間
の
整
備
と
保
全 

・生物の多様な生息・生育環境の確

保 

   その他 生物の生息・生

育・繁殖環境の保

全と整備 

・河川水辺の国勢調査の充実   ・工事実施に伴う影響予測の高度化 その他 環境のモニタリ

ングと評価 

・健全な水循環系の確保    その他 河川利用・生活環

境に配慮した水

量・水質の改善 

・環境教育の普及  ・河川に関する教育及び学習、環境

意識の啓発のための施設 

 その他 

・地域とのコミュニケーションの充

実 

  ・環境分野における地域住民、NPO

等との連携・協働 

その他 

地域・市民との連

携・協働 
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小分類 3. 河川利用・生活環境に配慮した水量・水質の改善 
河川審議会答申 河川審議会小委員会報告 

「河川環境管理のあり方につ

いて」 

「今後の河川環境のあり方に

ついて」 

「二十一世紀の社会を展望し

た今後の河川整備の基本的方

向について」 

「流域における水循環はいか

にあるべきか」 

「河川を活かした都市の再構

築の基本的方向」 

今後の河川水質管理の指標に

ついて（案） 

昭和56年12月 平成7年3月 平成8年6月 平成10年7月 平成10年9月 平成17年3月 

水環境管理の基本的方針 
健全な水循環系の確保のため

の施策 

河川整備の基本施策 

（水量・水質関連事項） 

健全な水循環系を構築するた

めの施策の推進 

都市内河川整備の基本方針（し

っとりとした公共空間の確保）

河川法に基づく河川水質管理

の視点 

（小分類）評価の視点 

・ 特に渇水時等において、水
量の確保を図る 

 

・ 既存施設の活用と有効利
用 

・ 普段の河川の水量の確保 
 

・ 既存の水源、施設の有効利
用等による河川、水路等の
水量の回復・確保 

  河川本来の流量
とその変動の確
保 
 

・ 特に渇水時等において、水
質の保全を図る 

・ 水道原水の水質保全 
 

・ 安全でおいしい水の確保 
・ 清流の復活と水質の保全 
 

・ 取排水体系の適正化等に
よる良好で安全な水質の
確保 

 

 ・ 利用しやすい水質の確保の
ための水質管理 

安全で安心して
利用できる水質
の確保 
 

  ・ 都市部における水と緑の
ネットワーク化 

 ・ 水と緑のネットワーク形成
・ 親水性の確保 
・ 都市の中の水辺空間の復活

・ 人と河川との豊かなふれあ
いの確保のための水質管理

 

人と河川との豊
かな触れ合いの
ための水量・水質
の管理 

・ 河川の水量及び水質は、一
体的・総合的に管理する 

・ 流域の諸施策との連携を
図った流域対策の展開 

・ 過剰な地下水利用の抑制 
 

・ 管理体制の充実・確立 
 

・ 水循環に関する組織の設
置及び総合的な水循環マ
スタープランの策定 

・ 閉鎖性水域、都市内河川等
汚濁の著しい公共用水域
の水質改善 

・ 流域における雨水の浸
透・貯留機能の保全・回復
及び利用の促進 

・ 地下水の保全・回復のため
の施策 

・ 水循環社会への転換を促
す施策の推進 

 ・ 下流域や滞留水域に影響の
少ない水質の確保 

 

流域を視野に入
れた総合的・一元
的な水量・水質の
確保 
 
 
 

   

河
川
利
用
・
生
活
環
境
に
配
慮
し
た
水
量
・
水
質
の
改
善 

・ 水産資源確保のうえで重
要な河川においては、特に
その保護が図られるよう
に努める 

 

・ 生息環境の連続性の確保 
・ 河川・湖沼の水辺の植生の

保全・復元・創出 
・ 土砂流出抑制・供給対策 

・ 清流の復活と水質の保全 
 

・ 生物の生息・生育環境の保
全・回復 

・ 閉鎖性水域、都市内河川等
汚濁の著しい公共用水域
の水質改善 

・ 身近な自然の保全と創出 
 

・ 豊かな生態系を確保するた
めの水質管理 

 

その他 生物の生息・生
育・繁殖環境の保
全と整備 

 ・ 水量・水質・生物等のモニ
タリングの強化 

 ・ 水センサスの実施 
・ 水循環システムの経済的

な評価 

  その他 環境のモニタリ
ングと評価 

   ・ 「環境防災水路」の指定等
による水路・水面の多機能
化 

・ 河川を活かした防災都市づ
くりの推進 

 

 その他 魅力ある水辺空
間の整備と保全 

 ・ 水循環系に影響を与える
諸活動の主体に向けての
情報発信 

    その他 地域・市民との連
携・協働 
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小分類 4. 地域・市民との連携・協働 
河川審議会答申 河川審議会 川に学ぶ小委員会 危険が内在する河川の自然性を踏まえた河川

利用及び安全確保のあり方に関する研究会 

答申 河川における市民団体等との連

携のあり方について 

報告 「川に学ぶ社会」をめざして 提言 恐さを知って川と親しむために 

平成 12年 12月 平成 10年 6月 平成 12年 10月 

市民団体等との連携の課題と解決の考

え方を示した答申 

「川に学ぶ」社会の実現のための４つの

基本方針 

河川管理者や地方公共団体、河川利用者が安

全な河川利用を進めるための４つの指針 

（小分類） 

評価の視点 

・協働活動における取り決め 

 

  

・知識、ノウハウを活用した活動を依頼

する場合のルールの確立 

  

協働活動を行うための適切な取

り決め 

・情報共有の必要性 

 

・川に関する正しく広範な知識と情報の

提供を行う必要がある 

・河川利用者を対象とした情報提供の充実 

  ・学校教育や社会教育における安全意識の啓

発 

河川利用者への情報提供や啓発、

情報の共有 

・市民団体等の活動資金の適切な確保 

 

・諸活動を主体的、継続的に行うため、

利用者、住民、コミュニティ、河川管

理者、地方公共団体等がそれぞれの役

割を果たす必要がある。 

・流域における関係機関の連携 

・行政側の体制等の整備 

 

 ・緊急時を想定した体制等の構築 

・人材の育成と人材情報の蓄積 

 

  

行政と市民団体等の役割分担と

連携体制の整備 

 ・川での実践を伴った「川に学ぶ」機会

を提供する必要がある 

 川での実践を伴った「川に学ぶ」

機会の提供 

地
域
・
市
民
と
の
連
携
・
協
働 

 ・人々の関心を高める魅力ある川 

（魅力ある川への整備を目的としてい

るため、河川における環境教育のレビ

ューの対象としない） 
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2. 目標に対する個別施策の効果の評価 
各施策が、小分類「生物の生息・生育・繁殖環境の保全と整備」という目標に係る様々な要素にとって、どのような効果がある（期待される）かをマトリクス形式で整理した。 

 
参考表 「生物の生息・生育・繁殖環境の保全と整備」に関する個別施策の評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　評価要素

実施状況

自
然
流
況
に
近
い
水
位
変
動
・

攪
乱
の
再
生

自
然
流
況
に
応
じ
た
土
砂
動
態

の
再
生

生
物
の
生
息
・
生
育
・
繁
殖
の

た
め
の
多
様
な
場
の
保
全
・
再

生
・
復
元

河
畔
林
の
保
全
・
再
生
・
復
元

生
物
に
と

っ
て
最
低
限
必
要
な

流
況
の
確
保

生
物
の
た
め
の
水
質
の
保
全
・

改
善

固
有
種
・
在
来
種
の
保
護
・
外

来
種
の
駆
除

現
在

、
良
好
で
あ
る
環
境
の
保

全 河
川
ら
し
い
景
観
の
保
全
と
形

成 上
下
流
方
向
・
本
支
川
間
の
連

続
性
の
確
保

河
川
と
水
路
・
水
田
・
湿
地
等

流
域
と
の
連
続
性
の
確
保

減
水
区
間
の
改
善

緑
地
の
連
続
性
の
確
保

地
下
水
・
湧
水
の
保
全
な
ど
水

循
環
の
健
全
化

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

科
学
的
評
価

（
計
画
段
階
に
お

け
る
効
果
の
予
測
や
施
策
実
施

後
の
評
価
な
ど

）

目
標
の
明
確
化

（
現
在
の
科
学

的
知
見
か
ら
定
性
的
な
目
標
と

な

っ
て
い
る
事
例
を
含
む

）

地
域
住
民
・
関
係
機
関
の
理

解
・
合
意
形
成

全国28,000箇所
（H3～H14年）

△/ △/ △/ △ △/ △/ △/ △ △ × △ △ × △ △

【実施状況：全国的に実施】全ての川づくりの基本として、治水事業等にあわせて全国的に広く実施されてきた。
【1】一部において、河川の自由度を向上させる取組みが行われているものの、その一方で、低水路を固定化する
など、川の働きを許容しにくくしてしまうような課題の残る川づくりも見られる。
【2】一部において、生物の生息・生育・繁殖のための多様な場や河川景観の保全・再生・復元等について成果が
あがっているものの、ある生物種にとっての環境の悪化や景観の悪化が懸念される例もある。
【3】一部において河川及び流域の水域との連続性の確保について成果があがっており、水循環の健全化に配慮
した事例もみられる。流域および流軸に沿った緑地の連続性の確保については事例はほとんどみられない。
【4】追跡調査などでモニタリングは実施されているものの、科学的評価については不十分である。

31水系43事業（う
ち施工完了2事
業）（H18現在）

△ △ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ ○ ○ 

【実施状況：一部の河川で実施】地域の要請や自然環境上の課題等に関する検討の塾度に応じて、実施できる
箇所から取組みを行ってきた。現在のところ、計画段階・施行段階の事例が多い。
【1】一部において、河川の自由度を向上させる取組みが行われている。
【2】一部において、外来種対策とあわせた実施事例や流域の湿地の保全・再生が図られている事例もあり、個別
の河川の課題に応じた生息・生育・繁殖環境や河川景観の再生・整備が図られている。
【3】一部において、魚道の設置などとあわせた実施事例があり、河川及び流域の連続性の確保が図られている。

【4】（定性的な目標を含め）全ての事例で目標設定がなされている。また、計画の策定段階などで協議会や検討
会を設置し、多様な意見をとりいれた検討を行っている。
【4】モニタリングも計画・実施がなされているが、科学的評価については、学識者等を交えて検討されている事例
もあるものの、データや手法の不足などから不十分な事例もある。

河川5箇所
ダム4箇所

（完成4箇所）
（H18現在）

△ △ △ △ △ △ △

【実施状況：一部の河川で実施】河川堤防の治水上の機能の維持・増進やダム貯水池への土砂や濁水の流入
防止といった治水上の目的を主として実施されてきたものであるが、実施事例は少ない。
【2】整備された樹林帯は良好な景観を形成する等の効果を得ている。
【3】一部において、既存の緑地との連続性の確保が図られている。
【4】ダムの樹林帯おいては水質保全に関する目標設定がなされており、濁水防止の効果に関して評価した上で
実施されている。しかし、現状では樹林帯としての環境面の効果を定量的に評価できる状況に至っていない。

全国245件で対
策実施（H17現

在）
△ △ △ △ △ × △ △

【実施状況：全国的に実施】全国で河川管理者により認識された外来種の被害のうち、約6割の事例で対策が実
施されている。
【2】外来種対策により、一部で河川固有の場や景観の保全、固有種・在来種の保護が図られている。
【4】外来種の生態に関しては依然として不明な点が多く、科学的評価については、まだ不十分である。

正常流量
設定

109水系のうち61
水系で設定
（H19.6現在）

×/ ○ △ △ △ ○ × ○ ○

【実施状況：全国的に実施】全国109の一級水系のうち61水系で設定され、他の河川についても検討が進められ
ている。
【1】現在の正常流量は渇水時に最低限確保すべき流量を定めるものであり、流量の変動は考慮されていない。
かえって流況の平滑化につながる場合もある。
【2】魚類を代表種として、その生息・産卵のため、渇水時に最低限必要な流況の確保が図られている。その他、
流水の清潔の保持、景観の観点からの検討が行われている。
【4】基本的な考え方や標準的な値等を示した手引きにそって目標設定（流量設定）は実施されているものの、そ
の効果等に関する科学的な評価については不十分である。

ダムの弾力
的管理

全国24ダムで実
施（H18現在）

△ △ △ △ △ △ △ △ ○ △ ○ △

【実施状況：一部の河川で実施】洪水調節に支障を及ぼさない範囲で、実施可能なダムにおいて試験的に行わ
れてきている。
【1】【2】【3】実施事例は多いとはいえないが、弾力的管理が実施されている河川では、生物の生息・生育・繁殖環
境に配慮した流況改善・連続性の確保がなされている。放流に際しては、濁水や冷水による環境への悪影響が
生じないような配慮がなされている。
【4】一部で、学識者等を交え、効果等に関する科学的な評価検討がなされている事例もある。

発電ガイド
ライン

5,100km(減水区
間総距離のうち
53%)で清流回復

（H17現在）

○ △ ○ ○ ○ △ × ○ △

【実施状況：全国的に実施】全国の減水区間総距離のうち、約5割の区間において清流の回復が図られている。
【2】【3】一部で減水区間の解消により、生物の生息・生育・繁殖環境や景観の改善、連続性の確保について効果
がみられる。
【4】基本的な考え方や標準的な値等を示した手引きにそって目標設定（流量設定）は実施されているものの、そ
の効果等に関する科学的な評価については不十分である。

モデル河川19河
川（全国の事例
を代表していると
捉える：モデル河
川の全延長のう
ち54%が遡上可

能）

○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △

【実施状況：全国的に実施】全国109水系の本川管理区間において、46%の区間が河口から遡上可能となってい
る（全河川の河口からの遡上可能距離の合計値を管理区間距離の合計値で割った値：平成14年度河川局調
べ）。また、魚がのぼりやすい川づくりのモデル河川の全延長のうち54%が遡上可能となっている。
【2】【3】モデル事業としての実施は多くはないが、実施河川における河川の上下流の物理的な連続性の確保に
ついては効果がみられ、その結果として在来魚種の保全等が期待される。
【4】施設改善の効果のモニタリングや評価については、全てのモデル河川で実施され、技術レポートとしてまとめ
られている。

河川固有の生息・生育・繁殖環境の保全・整備 河川及び流域の連続性の確保
河川本来のダイ
ナミズムの保全・
再生

施
策

（
小
分
類
１

）

多自然川づくり

自然再生事業

樹林帯制度

外来種対策

流
況
改
善

魚がのぼりや
すい川づくり

各施策の評価
（個別施策の評価結果を考慮）

※対応する評価の視点の番号を文頭に表示

分類

施策名

モニタリングと科学
的評価

目標の明確化と地
域住民・関係機関と
の連携
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 3 
代
表

流
域
に
お
け
る

環
境
要
素
の

変
化
の
整
理

 
・

 
流

域
に

お
け

る
各

施
策

の
実

施
状

況
か

ら
み

た
評

価
を

実
施

す
る

に
当

た
り

、
各

流
域

に
お

い
て

施
策

の
実

施
に

あ
た

っ
て

環
境

上
の

課
題

と
さ

れ
て

い
た

事
項

と
と

も

に
、

環
境
要

素
の

変
化

を
整
理

し
た

。
 

・
 
経

年
的

な
環

境
要

素
の

変
化

の
傾

向
に

つ
い

て
は

、
物

理
環

境
調

査
（

河
川

局
調

べ
）
、

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
（

植
生

図
作

成
調

査
）

等
既

往
の

調
査

結
果

を
用

い
た

。

ま
た

、
必
要

に
応

じ
て

各
流
域

の
特

徴
的

な
区

間
に

つ
い

て
経

年
的

な
変

化
や

施
策

の
実
施

状
況

を
整

理
し
た

。
 

 

【
整

理
対

象
流

域
】

 

整
理

対
象
流

域
に

お
け

る
施
策

の
実

施
状

況
を

以
下

に
示

す
。

 

流
況

改
善
 

流
域
名

 
多

自
然

川
づ

く
り

 
自

然
再

生
事

業
 

外
来

種
対

策
 

正
常

流
量

設
定

 
ダ

ム
の

弾
力

的
管

理
 

発
電

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

 

魚
が

の
ぼ

り
や

す
い

 

川
づ

く
り
 

多
摩

川
 

・
実

施
 

・
実

施
（

礫
河

原
や

ヨ
シ

原
、

ワ
ン

ド
の

再
生

）
 

・
ハ

リ
エ

ン
ジ

ュ
 

・
未

設
定

 
－

 
・
改

善
区

間
あ

り
 

・
モ

デ
ル

河
川

 

鬼
怒

川
 

・
実

施
 

・
実

施
（
河

原
特

有
の

生

態
系

再
生

）
 

・
シ

ナ
ダ

レ
ス

ズ
メ

ガ
ヤ

な
ど

 
・
設

定
済

み
 

・
川

俣
ダ

ム
 

・
改

善
区

間
あ

り
 

・
モ

デ
ル

河
川

非
該

当
河

川

で
は

あ
る

が
、

改
善

を
実

施
 

最
上

川
 

・
実

施
 

－
 

・
ハ

リ
エ

ン
ジ

ュ
 

・
設

定
済

み
 

・
寒

河
江

ダ
ム

 
・
改

善
区

間
あ

り
 

・
モ

デ
ル

河
川

 

神
通

川
 

・
実

施
 

－
（
計

画
中

）
 

－
 

・
未

設
定

 
－

 
・
改

善
区

間
あ

り
 

－
 

矢
作

川
 

・
実

施
 

－
（
計

画
中

）
 

－
 

・
設

定
済

み
 

・
矢

作
ダ

ム
（

検
討

中
）
 

・
改

善
区

間
あ

り
 

・
遡

上
環

境
改

善
を

実
施

 

円
山

川
 

・
実

施
 

・
実

施
（
湿

地
創

出
）
 

－
 

・
未

設
定

 
－

 
－

 
－

 

江
の

川
 

・
実

施
 

・
実

施
（
礫

河
原

再
生

）
 

・
実

施
(ｵ

ｵ
ｸ
ﾁ
ﾊ

ﾞｽ
等

) 
・
未

設
定

 
・
土

師
ﾀ
ﾞﾑ

、
灰

塚
ﾀ
ﾞﾑ

 
－

 
－

 

四
万

十
川

 
・
実

施
 

・
実

施
（
湿

地
再

生
）
 

－
 

・
未

設
定

 
－

 
・
改

善
区

間
あ

り
 

－
 

松
浦

川
 

・
実

施
 

・
実

施
（
ｱ
ｻ

ﾞﾒ
の

瀬
）
 

・
実

施
（

ｾ
ｲ

ﾀ
ｶ

ｱ
ﾜ

ﾀ
ﾞﾁ

ｿ
ｳ

等
）
 

・
設

定
済

み
 

－
 

－
 

・
遡

上
環

境
改

善
を

実
施

 

※
今
回
は
樹
林
帯
制
度
を
実
施
し
て
い
る
流
域
は
と
り
あ
げ
て
い
な
い
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＜代表流域１：多摩川流域＞

＜
代

表
流

域
１

：
多
摩

川
流

域
＞

 

  （
１

）
経

年
的
な

環
境

の
変
化

の
傾

向
（

グ
ラ

フ
右

が
下

流
）

 
 ①
高
水
敷
に
お
け
る
樹
林
面
積
割
合

（
高
水
敷
の
樹
林
面
積
/高

水
敷
面
積
）

 

・
高
水
敷
の
樹
林
面
積
割
合
は
増
加
し
て

お
り
、
高
水
敷
の
攪
乱
頻
度
は
減
少
し
て
い
る

と
考
え

ら
れ
る
。
 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

10
0

-
2

0
2

4
6

8
1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

2
4

2
6

2
8

3
0

3
2

3
4

3
6

3
8

4
0

4
2

4
4

4
6

4
8

5
0

5
2

5
4

5
6

5
8

6
0

6
2

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

浅
川

合
流

点
秋

川
合

流
点

 

 ②
水
際
の
複
雑
さ
（
左
右
岸
水
際
延

長
/流

心
部
の
延
長
）

 

・
水
際
の
複
雑
さ
は
、
一
部
で
増
減
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い

。
 

0123456

-
2

0
2

4
6

8
1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

2
4

2
6

2
8

3
0

3
2

3
4

3
6

3
8

4
0

4
2

4
4

4
6

4
8

5
0

5
2

5
4

5
6

5
8

6
0

6
2

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

浅
川

合
流

点
秋

川
合

流
点

 

 

    ③
水
際
延
長
に
対
す
る
樹
林
延
長
割
合
（
水
際
部
の
樹
林
延
長
/水

際
延
長
）
 

・
水
際
に
お
け
る
樹
林
延
長
割
合
は
、
上
流
で
は
増
減
し
て
い
る
が
、
浅
川
合
流
点
よ
り
下
流
で
は
増
加
し
て
い
る

。

こ
の
要
因

と
し
て

、
河
道
内
の
樹
林
化
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、
一
部

に
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
施
策
（
多
自
然

川
づ
く
り

な
ど
）

の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
箇
所
も
含
ま
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

10
0

-
2

0
2

4
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1
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1
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1
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2
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2
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2
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2
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2
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3
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3
2

3
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3
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3
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4
0

4
2

4
4

4
6

4
8

5
0

5
2

5
4

5
6

5
8

6
0

6
2

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

浅
川

合
流

点
秋

川
合

流
点

 

④
サ
ブ
水
域
（
ワ
ン
ド
等
）
の
面
積
割
合
（
サ
ブ
水
域
の
面
積
/開

放
水
面
面
積
）
 

・
ワ
ン
ド

等
の
サ
ブ
水
域
面
積
割
合
は
増
加
し
て
お
り
、

こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た
施
策
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て

き

て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
（
自
然
再
生
事
業
・
多
自
然
川
づ
く
り
な

ど
）
。
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河
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か
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距

離
（
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時
期

Ⅲ
（
1
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1
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9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0

0
6
年

度
）

浅
川

合
流

点
秋

川
合

流
点

 

①
～
④
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
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＜代表流域１：多摩川流域＞

  ⑤
ヨ
シ
群
落
面
積

 

・
下
流
部
で
ヨ
シ
群
落
は
減
少
し
て
い
る

が
、
現
在
、
自
然
再
生
事
業
に
よ
り
、
ヨ
シ
原

の
再
生

が
取
組
ま
れ
て
い

る
。
 05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

0
-
5

5
-
1

0
1
0
-
1
5

1
5
-
2
0

2
0
-
2
5

2
5
-

3
0

3
0
-
3
5

3
5
-
4
0

4
0

-
4

5
4
5
-

5
0

5
0
-
5
5

5
5
-
6
0

6
0
-
6
2

河
口

か
ら

の
距

離
（5

km
間

隔
）

面積（ha）

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
4
年

）

時
期

Ⅳ
（
1
9
9
9
年

）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
5
年

）

浅
川

合
流

点
秋

川
合

流
点

 

  ⑥
ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
群
落
面
積
 

・
浅
川
の
合
流
点
よ
り
上
流
で
ハ
リ
エ
ン

ジ
ュ
群
落
が
増
加
し
て
い
る
が
、
現
在
、
そ
の

増
加
を

抑
え
る
た
め
の
対

策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

0
-
5

5
-
1
0

1
0
-
1
5

1
5
-
2
0

2
0
-
2
5

2
5
-
3
0

3
0
-
3
5

3
5

-
4
0

4
0
-
4
5

4
5
-
5
0

5
0
-
5
5

5
5
-
6
0

6
0

-
6

2

河
口

か
ら

の
距

離
（
5
km

間
隔

）

面積（ha）

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
4
年

）

時
期

Ⅳ
（
1
9
9
9
年

）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
5
年

）

浅
川

合
流

点
秋

川
合

流
点

 
   

  ⑦
自
然
裸
地
面
積
 

・
自
然
裸

地
は

1
99
4
年
か
ら

1
99
9
年
に
か
け
て
増
加
し
て

い
る
が

、
こ
れ
は

19
9
9
年
出
水
に
よ
る
影
響
と

考
え
ら

れ
る
。

 

・
そ
の
後

、
1
9
9
9
年
か
ら

20
0
5
年
へ
か
け
て
は
減
少
傾
向

に
あ
る

。
 

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

0
-
5

5
-

1
0

1
0

-
1

5
1
5
-
2
0

2
0
-
2
5

2
5
-
3
0

3
0
-

3
5

3
5
-
4
0

4
0
-
4
5

4
5
-
5
0

5
0
-
5
5

5
5
-
6
0

6
0
-
6
2

河
口

か
ら

の
距

離
(5

km
間

隔
)

面積(ha)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
4
年

）

時
期

Ⅳ
（
1
9
9
9
年

）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
5
年

）

浅
川

合
流

点
秋

川
合

流
点

 

  ⑧
河
原
に
特
徴
的
な
植
物
群
落
面
積
（
マ
ル
バ
ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ
－
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
群
集
、
カ
ワ
ラ
ヨ
モ

ギ
－
カ
ワ
ラ
サ
イ
コ
群
集
な
ど
）
 

・
河
原
に

特
徴
的
な
植
物
群
落
は
、
減
少
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
自

然
再
生
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る

50
～
5
5
k
の

区

間
で
は
、

礫
河
原

の
造
成
と
人
為
的
な
種
子
播
種
等
に
よ
り
群
落

が
平
成

6
年
当
時
の
面
積
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

 

012345

0
-

5
5
-

1
0

1
0
-
1
5

1
5
-
2
0

2
0

-
2

5
2
5
-
3
0

3
0
-
3
5

3
5
-
4
0

4
0
-
4
5

4
5
-
5
0

5
0
-
5
5

5
5

-
6

0
6
0
-
6
2

河
口

か
ら

の
距

離
(5

km
間

隔
)

面積(ha)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
4年

）

時
期

Ⅳ
（
1
9
9
9年

）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
5年

）

浅
川

合
流

点
秋

川
合

流
点

 

 

⑤
～
⑧
：
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
 植

生
図
作
成
調
査
結
果
よ
り
 

 



 

 

9

＜代表流域１：多摩川流域＞

（
２

）
特

徴
的
な

区
間

の
経
年

的
な

変
化

と
施

策
の

実
施

状
況

 
 

【
対
象
区
間
】
河
口
よ
り

52
km

付
近
（
永
田
地
区
）：

自
然
再
生
事
業
と
外
来
種
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。

 
 

【
自
然
再
生
事
業
実
施
箇
所
の
経
年

的
な
変
化
】

 

・
1
97
4
年
に
は
河
原
が
一
面
に
広
が
り

、
1
9
9
5
年
に
は
ほ
と
ん
ど
が
樹
林
化
し
て
い
た
区

間
に
つ
い
て
、
自
然
再
生
事
業
に
よ
り
礫
河
原

の
再
生
が
図
ら
れ
た
（
2
00
2
年
完
成
）。

 

          【
自
然
再
生
事
業
及
び
そ
の
効
果
】

 

・
礫
河
原
の
再
生
に
は
、
①
ハ
リ
エ
ン
ジ

ュ
除
去
、
表
土
は
ぎ
取
り
、
②
高
水
敷
の
掘
削

、
土
砂

供
給
、
③
河
原
固
有
の
生
物
の
緊
急
的
な
保
全

策
の
実
施
を
行
っ
て
い
る
。
 

・
カ
ワ
ラ
バ
ッ
タ
の
生
息
数
は
、
施
工
前

の
19
9
7
年
よ
り
も
施
工
後
の

20
0
4
年
の
ほ
う
が
増
加

し
て
お
り
、
事
業
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
 

                     

高
水
敷
の
掘
削
 

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
の
抜
根

 
礫

の
ふ
る
い
出
し
 

1
9
74

年
 

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
の
伐
採
 

2
0
0
1

年
2

月
～

2
0
0
2

年
3

月
 

土
砂
供
給
直
後

 
（
永
田
地
区
上
流
 
羽
村
大
橋
付
近
、

20
0
5
年

2
月
）
 

1
9
95

年
 

2
0
03

年
 

施
工
前
後
の
状
況

 

2
0
0
0
年
～
2
0
0
6
年

1
0
月

 

施
工

前
（
2
0
0
0

年
）
 

施
工

後
（
2
0
0
2

年
）
 

現
在

（
2
0
0
6

年
1
0

月
）
 

カ
ワ
ラ
バ
ッ
タ
の
推
定
個
体
数
の
変

化
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＜代表流域２：鬼怒川流域＞

＜
代

表
流

域
２

：
鬼
怒

川
＞

 

  （
１

）
経

年
的
な

環
境

の
変
化

の
傾

向
（

グ
ラ

フ
右

が
下

流
）

 
 ①
高
水
敷
に
お
け
る
樹
林
面
積
割
合

（
高
水
敷
の
樹
林
面
積
/高

水
敷
面
積
）

 

・
高
水
敷
の
樹
林
面
積
割
合
は
増
加
し
て

お
り
、
高
水
敷
の
攪
乱
頻
度
は
減
少
し
て
い
る

と
考
え

ら
れ
る
。
 

田
川

合
流

点
勝

瓜
頭

首
工

岡
本

頭
首

工

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0

0

0
2

4
6

8
1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

2
4

2
6

2
8

3
0

3
2

3
4

3
6

3
8

4
0

4
2

4
4

4
6

4
8

5
0

5
2

5
4

5
6

5
8

6
0

6
2

6
4

6
6

6
8

7
0

7
2

7
4

7
6

7
8

8
0

8
2

8
4

8
6

8
8

9
0

9
2

9
4

9
6

9
8

1
0 0

1
0 2

利
根

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

 

②
水
際
延
長
に
対
す
る
樹
林
延
長
割

合
（
水
際
部
の
樹
林
延
長
/水

際
延
長
）

 

・
水
際
部

の
樹
林
延
長
は
、
全
体
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
要
因
と
し
て
、
河
道
内

の
樹
林
化
も
あ
げ
ら
れ
る
が
、
一
部
に
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
施

策
（
多

自
然
川
づ
く
り
な
ど
）
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
箇
所
も
含
ま

れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

田
川

合
流

点
勝

瓜
頭

首
工

岡
本

頭
首

工

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

0
2

4
6

8
1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

2
4

2
6

2
8

3
0

3
2

3
4

3
6

3
8

4
0

4
2

4
4

4
6

4
8

5
0

5
2

5
4

5
6

5
8

6
0

6
2

6
4

6
6

6
8

7
0

7
2

7
4

7
6

7
8

8
0

8
2

8
4

8
6

8
8

9
0

9
2

9
4

9
6

9
8

1
0 0

1
0 2

利
根

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9

0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0

1
～

2
0
0
6
年

度
）

 

①
～
②
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
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＜代表流域２：鬼怒川流域＞

 ③
淵
の
出
現
頻
度
（
淵
の
数
／
距
離

）
 

・
淵
の
出
現
頻
度
は
、
上
流
部
は
比
較
的

安
定
し
て
い
る
が
、
下
流
か
ら
中
流
ま
で
は
変
化
し
て

お
り
、
低
水
路
内
で
は
淵
の
位
置
が
変
化
す
る

よ
う
な
澪
筋
の
移
動
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ

る
。
 

田
川

合
流

点
勝

瓜
頭

首
工

岡
本

頭
首

工

0123456

0
2

4
6

8
10

1
2

14
16

1
8

20
22

2
4

26
28

3
0

32
34

3
6

38
40

4
2

44
46

4
8

50
52

5
4

56
58

6
0

62
64

6
6

68
70

7
2

74
76

7
8

80
82

8
4

86
88

9
0

92
94

9
6

98
10

0
1
02

利
根

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9

5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0

6
年

度
）

 

  ④
サ
ブ
水
域
（
ワ
ン
ド
等
）
の
面
積

割
合
（
サ
ブ
水
域
の
面
積
/開

放
水
面
面
積
）

 

・
ワ
ン

ド
等
の

サ
ブ
水
域
面
積
割
合
は
減
少
し
て
い
る
箇
所
・
区
間
も
あ
る
が
局

所
的
に
増
加
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
箇
所
の
一
部
に
は

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
施
策
（
多
自
然
川
づ
く
り
な
ど
）
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
箇
所
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

。
 

田
川

合
流

点
勝

瓜
頭

首
工

岡
本

頭
首

工
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1
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0
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4
0

4
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4
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4
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4
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5
0

5
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5
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5
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5
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6
0

6
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6
4

6
6

6
8

7
0

7
2

7
4

7
6

7
8

8
0

8
2

8
4

8
6

8
8

9
0

9
2

9
4

9
6

9
8

1
0 0

1
0 2

利
根

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

 

③
～
④
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
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＜代表流域２：鬼怒川流域＞

0%20
%
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%
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%
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%

1
00

%

3
3

38
4

3
4

8
5

3
5

8
6

3
6

8
73

7
8

8
3

8
8

93
98

そ
の

他
の

環
境

そ
の

他
の

木
本

そ
の

他
の

草
本

ヤ
ナ

ギ
群

落

ツ
ル

ヨ
シ

群
集

オ
ギ

群
落

河
原

植
生

群
落

シ
ナ

ダ
レ

ス
ズ

メ
ガ

ヤ
群

落

開
放

水
面

（
２

）
特

徴
的
な

区
間

の
経
年

的
な

変
化

と
施

策
の

実
施

状
況

 
 

【
対
象
区
間
】
利
根
川
合
流
部
よ
り

80
k
m～

1
00
km

付
近
：
自
然
再
生
事
業
と
外
来
種
対
策
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

 

 

【
自
然
再
生
事
業
実
施
箇
所
の
経
年

的
な
変
化
】

 

       

               

(礫
河

原
等

)

施
設

地
等

水
域

植
生

域

自
然

裸
地

施
設

地
等

(礫
河

原
等

)

施
設

地
等

水
域

植
生

域

自
然

裸
地

施
設

地
等
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.5
km

83
km

Fl
ow

85
km

95
km

9
0k
m

10
0k
m

1
01
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1
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1
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.
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m

83
km
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k
m
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9
0k
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1
00
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1
01
.
5k
m

8
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m
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ow

8
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m
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km
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k
m
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0k
m

1
01
.5
km

8
3k
m
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ow

8
5k
m

95
km
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k
m
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0k
m

1
01
.5
km

8
3k
m

Fl
ow

8
5k
m

95
km

90
k
m

10
0k
m

1
01
.5
km

1
9
4
7年

(昭
和
2
2年

)
 

河
道
内
の
植
生
は
わ
ず
か
で
、

礫
河
原
が
広
が
っ
て
い
た
。
 

Ｂ 築 堤 後 Ｃ 現 在 

1
9
8
5年

（
昭
和
60
年
)
 

河
道

内
の

植
生

は
幾

分
増

え
た
が
、
依
然
多
く
の
礫
河

原
が
存
在
し
て
い
た
。
 

Ａ  築 堤 前 

2
0
0
6年

（
平
成

18
年
)
 

シ
ナ

ダ
レ

ス
ズ

メ
ガ

ヤ
等

の

外
来
植
物
が
繁
茂
し
、
礫
河
原

が
大
き
く
減
少
し
た
。

 

・
1
94
7
年
か
ら

19
8
5
年
頃
ま
で
は
、
多
く
の
礫
河
原
が

存
在
し
て
い
た
が
、
20
0
6
年
に
は
河
原

に
植
生
が

繁
茂
し

、
網
状
の
澪
筋
が
単
列
化
し
つ
つ
あ
る
。

 

・
礫
河
原

に
は
、
礫
河
原
固
有
の
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し

て
い
る
が
、
河
床
の
低
下
等
に
よ
り
、

外
来
種
で

あ
る
シ

ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
の
侵
入
等
に
よ
り
礫
河
原

が
減
少
し
、
礫
河
原
固
有
の

動
植
物
の

生
息
・

生
育
環
境
が
減
少
し
て
い
る
。
 

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

3
3

3
8

4
3

4
8

5
3

5
8

6
3

6
8

7
3

7
8

8
3

8
8

9
3

9
8

2
0
0
2
年
 

2
0
0
6
年
 

急
激
に
増
加
す
る

シ
ナ
ダ

レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
（
水
辺
の
国
勢
調
査
 
群
落
面

積
割
合
）
 

健
全
な
礫
河
原
 

シ
ナ
ダ
レ
ス

ズ
メ
ガ
ヤ
が
侵
入
し
た
礫
河

原
の
様
子
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 ＜
代

表
流

域
３

：
最
上

川
＞

 

  （
１

）
経

年
的
な

環
境

の
変
化

の
傾

向
（

グ
ラ

フ
右

が
下

流
）

 

 ①
高
水
敷
に
お
け
る
樹
林
面
積
割
合

（
高
水
敷
の
樹
林
面
積
/高

水
敷
面
積
）

 

・
高
水
敷
に
お
け
る
樹
林
面
積
割
合
は
、

減
少
し
て
い
る
箇
所
、
増
加
し
て
い
る
箇
所
と
も
に
み

ら
れ
る
。
 

鮭
川

合
流

点

寒
河

江
川

合
流

点

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

0
2

4
6

8
1
0

1
2

1
4

16
1
8

2
0

2
2

2
4

26
2
8

3
0

3
2

3
4

3
6

3
8

4
0

4
2

4
4

4
6

4
8

5
0

52
54

5
6

58
6
0

6
2

6
4

6
6

6
8

7
0

7
2

7
4

7
6

7
8

8
0

8
2

8
4

8
6

8
8

9
0

92
9
4

9
6

9
8

1
0
0

1
0
2

1
0
4

1
0
6

1
0
8

11
0

1
1
2

11
4

1
1
6

1
1
8

1
2
0

1
2
2

1
2
4

1
2
6

1
2
8

1
3
0

1
3
2

1
3
4

1
3
6

13
8

1
4
0

1
4
2

1
4
4

1
46

14
8

1
5
0

1
5
2

1
5
4

1
5
6

1
5
8

1
6
0

16
2

16
4

1
6
6

16
8

1
7
0

1
7
2

1
7
4

1
7
6

1
7
8

1
8
0

1
8
2

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

 

 ②
水
際
延
長
に
対
す
る
樹
林
延
長
割

合
（
水
際
部
の
樹
林
延
長
/水

際
延
長
）

 

・
水
際
の
樹
林
延
長
は
、
増
加
し
て
い
る

区
間
と
減
少
し
て
い
る
区
間
が
交
互
に
み
ら
れ

、
澪
筋

が
移
動
し
て
い
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
 

鮭
川

寒
河

江

0
.0

10
.0

20
.0

30
.0

40
.0

50
.0

60
.0

70
.0

80
.0

90
.0

1
00

.0

0
2

4
6

8
10

1
2

14
1
6

1
8

2
0

2
2

2
4

2
6

2
8

3
0

3
2

3
4

3
6

38
4
0

42
4
4

4
6

4
8

5
0

52
5
4

5
6

5
8

6
0

6
2

6
4

66
6
8

7
0

72
7
4

7
6

7
8

8
0

8
2

8
4

8
6

8
8

9
0

9
2

94
9
6

9
8

1
0
0

1
0
2

1
04

1
0
6

1
0
8

1
1
0

11
2

1
1
4

1
1
6

1
1
8

1
2
0

1
2
2

1
2
4

1
2
6

1
2
8

1
3
0

1
3
2

1
3
4

1
3
6

13
8

1
4
0

1
4
2

1
4
4

1
4
6

1
4
8

15
0

1
5
2

15
4

1
56

1
5
8

1
6
0

1
6
2

1
6
4

1
6
6

1
6
8

1
7
0

1
7
2

1
7
4

1
7
6

1
7
8

18
0

1
8
2

(%
)

時
期

Ⅲ
（
平

成
2
～

平
成

7
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
平

成
1
3
～

平
成

1
8
年

度
）

 

①
～
②
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
 

 

  

 

 

＜代表流域３：最上川流域＞＜代表流域３：最上川流域＞
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  ③
水
際
の
複
雑
さ
（
左
右
岸
水
際
延

長
/流

心
部
の
延
長
）

 

・
水
際
の
複
雑
さ
は
、
一
部
を
除
い
て
縦

断
的
に
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
変
化
し
て
い
る

箇
所
の
一
部
に
は

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
施
策
（
多
自
然

川
づ
く
り
な
ど
）
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
箇
所
も

含
ま
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
 

鮭
川

合
流

点
寒

河
江

川
合

流
点

0123456

0
2

4
6

8
1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

24
2
6

2
8

3
0

3
2

3
4

3
6

3
8

4
0

4
2

4
4

4
6

4
8

5
0

5
2

5
4

5
6

58
6
0

6
2

6
4

66
6
8

7
0

7
2

7
4

7
6

7
8

8
0

8
2

8
4

8
6

8
8

9
0

92
9
4

96
9
8

1
0
0

10
2

1
0
4

1
06

1
0
8

1
1
0

1
1
2

1
1
4

1
1
6

1
1
8

1
2
0

12
2

1
2
4

1
2
6

1
2
8

13
0

1
3
2

1
3
4

13
6

1
3
8

1
40

1
4
2

1
4
4

1
4
6

1
4
8

1
5
0

15
2

1
5
4

15
6

1
5
8

1
6
0

1
6
2

16
4

1
6
6

1
6
8

1
7
0

1
7
2

1
74

1
7
6

1
78

1
8
0

1
8
2

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

 

 ④
サ
ブ
水
域
（
ワ
ン
ド
等
）
の
面
積

割
合
（
サ
ブ
水
域
の
面
積
/開

放
水
面
面
積
）

 

・
サ
ブ
水
域
（
ワ
ン
ド
等
）
の
面
積
は
、

一
部
を
除
い
て
縦
断
的
に
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て

い
な
い

。
変
化
し
て
い
る

箇
所
の
一
部
に
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
施
策
（
多
自
然
川
づ
く
り
な
ど
）
の
効
果
が
あ
ら
わ

れ
て
い
る
箇
所

も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

鮭
川

合
流

点
寒

河
江

川
合

流
点

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

0
2

4
6

8
1
0

1
2

1
4

16
1
8

2
0

2
2

24
2
6

28
3
0

3
2

34
36

3
8

4
0

4
2

4
4

4
6

4
8

5
0

5
2

54
56

5
8

6
0

6
2

6
4

6
6

6
8

7
0

7
2

7
4

7
6

7
8

8
0

82
8
4

8
6

8
8

9
0

9
2

9
4

9
6

9
8

1
0
0

1
0
2

1
0
4

1
0
6

10
8

11
0

1
1
2

1
14

1
1
6

1
18

1
2
0

1
2
2

1
2
4

1
2
6

12
8

1
30

1
3
2

13
4

1
3
6

1
38

1
40

14
2

1
4
4

1
4
6

1
4
8

1
50

1
5
2

1
5
4

1
5
6

1
5
8

1
6
0

16
2

1
6
4

1
6
6

1
6
8

1
70

1
7
2

1
7
4

1
7
6

1
7
8

1
8
0

18
2

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

 

③
～
④
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
 

  

＜代表流域３：最上川流域＞
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＜
代

表
流

域
４

：
神
通

川
流

域
＞

 

  （
１

）
経

年
的
な

環
境

の
変
化

の
傾

向
（

グ
ラ

フ
右

が
下

流
）

 

①
水
際
の
複
雑
さ
（
左
右
岸
水
際
延

長
/流

心
部
の
延
長
）

 

・
水
際
の
複
雑
さ
は
、
下
流
で
は
大
き
な

変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
中
流
か
ら
上
流
部
で
は

み
お
筋

が
網
状
と
な
る
区

間
の
た
め
変
化
が
生
じ
て
い
る
が
、
比
較

的
減
少

し
て
い
る
区
間
が
多
い
。
 

0123456

0
2

4
6

8
1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

2
4

河
口

か
ら

の
距

離
（k

m
）

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

井
田

川
合

流
点

熊
野

川
合

流
点

 

②
サ
ブ
水
域
（
ワ
ン
ド
等
）
の
面
積

割
合
（
サ
ブ
水
域
の
面
積
/開

放
水
面
面
積
）

 

・
ワ
ン
ド
等
の
サ
ブ
水
域
面
積
割
合
は
増

加
し
て
い
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
み
お
筋

の
移
動

や
一
部
の
区
間
に

お
い
て
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
多
自

然
川
づ

く
り
な
ど
の
効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
 

05101520253035404550
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4

1
6
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河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

井
田

川
合

流
点

熊
野

川
合

流
点

 

 

     ③
水
際
部
の
樹
林
延
長
割
合
（
水
際
部
の
樹
林
延
長
/水

際
延
長
）

 

・
水
際
に

お
け
る

樹
林
延
長
割
合
は
、
中
流
域
で
減
少
し
て
い
る

。
こ
の
要
因
と
し
て
洪
水
に
よ
る
み
お
筋
等
の

移

動
が
考
え

ら
れ
る

。
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0
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0
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4

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

井
田

川
合

流
点

熊
野

川
合

流
点

 

④
高
水
敷
に
お
け
る
樹
林
面
積
割
合
（
高
水
敷
の
樹
林
面
積
/高

水
敷
面
積
）
 

・
全
体
的

に
は
高
水
敷
の
樹
林
面
積
は
増
加
し
て
お
り
、

高
水
敷

の
撹
乱
頻
度
・
規
模
は
減
少
し
て
い
る
も
の
と

考

え
ら
れ
る

。
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0
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0
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0
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4
6

8
1
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4
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6

1
8

2
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2
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2
4

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

井
田

川
合

流
点

熊
野

川
合

流
点

 

①
～
④
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
 

＜代表流域４：神通川流域＞
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  ⑤
自
然
水
際
延
長
割
合
（
自
然
水
際

距
離
/水

際
延
長
距
離
）
 

・
7
k
m
付
近
で
自
然
水
際
延
長
割
合
が
増
加

し
て
お
り
、
当
箇
所
で
実
施
さ
れ
た
多
自
然

川
づ
く
り
の
効
果
が
現
れ

て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
1
9
k
m
付
近
で
自
然
水
際
延
長
割
合
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
工

事
の
影
響
が
一
時
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
考
え

ら
れ
る
。
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0
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口

か
ら

の
距

離
（
km

）

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

井
田

川
合

流
点

熊
野

川
合

流
点

 

 ⑥
砂
州
・
砂
礫
堆
の
裸
地
面
積
割
合

（
砂
州
・
砂
礫
堆
の
裸
地
面
積
/
砂
州
・
砂
礫
堆
の
総
面
積
）
 

・
砂
州
、
砂
礫
堆
の
裸
地
面
積
割
合
が
中
流

域
で
増
え
て
い
る
が
、
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
平
成

1
6
年
の
洪
水
の
撹

乱
に
よ
る
裸
地
化
が
考
え
ら
れ
る
。
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河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

(%
)

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

井
田

川
合

流
点

熊
野

川
合

流
点

 

⑤
～
⑥
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
 

    
  

＜代表流域４：神通川流域＞
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＜代表流域５：矢作川流域＞

＜
代

表
流

域
５

：
矢
作

川
流

域
＞

 

  （
１

）
経

年
的
な

環
境

の
変
化

の
傾

向
（

グ
ラ

フ
右

が
下

流
）

 

①
水
際
の
複
雑
さ
（
左
右
岸
水
際
延

長
/流

心
部
の
延
長
）

 

・
水
際
の
複
雑
さ
は
、
一
部
で
減
少
が
見

ら
れ
る
も
の
の
全
体
的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
は

、
水
際
延
長
が
延

び
た
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
砂
利
採
取
等

に
よ
る

河
床
低
下
及
び
河
道
内
の
複
断
面
化
に
よ
り
低

水
路
が
固
定
化

さ
れ
、
み
お
筋
が
蛇
行
・
網
状
で
あ
っ
た

も
の
が

よ
り
直
線
的
に
変
化
し
て
流
心
部
の
延
長
が
短

く
な
っ
た
こ
と

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
 

藤
井

床
固

め
明

治
用

水
頭

首
工

01234567

-5
0

5
1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

河
口

か
ら

の
距

離
（
㎞

）

時
期

Ⅲ
（
1
99

0～
1
9
9
5年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
00

1～
2
0
0
6年

度
）

 

 ②
水
際
部
の
樹
林
延
長
割
合
（
水
際

部
の
樹
林
延
長
/水

際
延
長
）
 

・
水
際
延
長
に
対
す
る
樹
林
延
長
割
合
は
、
中
上
流
部
に
お
い
て
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ

れ
は
、
昭
和

5
0
年
代
以
降

に
護
岸
整
備
で
実
施
し
た
柳
枝
工
の
柳
が

繁
茂
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

藤
井

床
固

め

明
治

用
水

頭
首

工

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

10
0

-5
0

5
1
0

1
5

2
0

2
5

30
3
5

40

河
口

か
ら

の
距

離
（
㎞

）

（％
）

時
期

Ⅲ
（
1
99

0
～

1
9
95

年
度

）

時
期

Ⅴ
（
2
00

1
～

2
0
06

年
度

）

 

     ③
高
水
敷
に
お
け
る
樹
林
面
積
割
合
（
高
水
敷
の
樹
林
面
積
/高

水
敷
面
積
）
 

・
高
水
敷

の
樹
林
面
積
割
合
は
、
中
下
流
部
で
大
き
な
変
化
は
み

ら
れ
な
い
が
、
上
流
部
に
お
い
て
は
増
加
傾
向

に

あ
る
。
こ

れ
は
、

中
下
流
部
に
比
べ
上
流
部
は
高
水
敷
が
広
い
た

め
、
樹
林
面
積
の
割
合
が
増
加
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る

。
 

藤
井

床
固

め

明
治

用
水

頭
首

工

010203040506070809010
0

-5
0

5
1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

40

河
口

か
ら

の
距

離
（
㎞

）

（
％

）

時
期

Ⅲ
（
1
99

0
～

1
9
9
5年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
00

1
～

2
0
0
6年

度
）

 

 ④
自
然
水
際
延
長
割
合
（
自
然
水
際
距
離
/水

際
延
長
距
離
）

 

・
2
0
k
付
近

で
自
然
水
際
延
長
割
合
が
増
加
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は

柳
枝
工
等
、
多
自
然
川
づ
く
り
の
効
果
に
よ

る

も
の
と
考

え
ら
れ

る
。
 

藤
井

床
固

め
明

治
用

水
頭

首
工

0102030405060708090

1
00

-5
0

5
10

15
2
0

25
3
0

3
5

40

河
口

か
ら

の
距

離
（
㎞

）

（％
）

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
0
～

1
9
9
5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
1
～

2
0
0
6
年

度
）

 
①
～
④
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
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＜代表流域５：矢作川流域＞

 ⑤
自
然
裸
地
面
積

 

・
中
流
部
を
中
心
に
自
然
裸
地
面
積
は
減

少
傾
向

に
あ
る
。
こ
れ
は
、
砂
利
採
取
等
に
よ

る
河
床

低
下
及
び
河
道
内

の
複
断
面
化
に
よ
っ
て
砂
州
が
減
少
し
た

た
め
と

考
え
ら
れ
る
。
 

自
然

裸
地

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

-
3
～

0
0
～

5
5
～

1
0

1
0
～

1
5

1
5
～

2
0

2
0
～

2
5

2
5
～

3
0

3
0
～

3
5

3
5
～

4
0

4
0
～

4
2

河
口

か
ら

の
距

離
（
5
km

間
隔

）

面積（ha）

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
3
年

）
時

期
Ⅳ

（
1
9
9
8
年

）
時

期
Ⅴ

（
2
0
0
4
年

）

藤
井

床
固

明
治

用
水

頭
首

工

 

 ⑥
ヨ
シ
群
落
面
積

 

・
中
流
域
で
は
ヨ
シ
群
落
が
減
少
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
⑤
自
然
裸
地
面
積
の
減
少
と
同
様
の
要

因
に
よ
り
陸
域
が

明
確
化
し
、
湿
地
環
境
が
減
少
し
て
い
る

た
め
と

考
え
ら
れ
る
。

 

ヨ
シ

群
落

02468

1
0

1
2

1
4

1
6

-
3
～

0
0
～

5
5
～

1
0

1
0
～

1
5

1
5
～

2
0

2
0
～

2
5

2
5
～

3
0

3
0
～

3
5

3
5
～

4
0

4
0
～

4
2

河
口

か
ら

の
距

離
（
5
km

間
隔

）

面積（ha）

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
3年

）

時
期

Ⅳ
（
1
9
9
8年

）

時
期

Ⅴ
（
2
0
0
4年

）

藤
井

床
固

明
治

用
水

頭
首

工

 
 

 ⑦
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
群
落
面
積

 

・
中
流
部

を
中
心
に
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
群
落
が
増
加
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
⑤
自
然
裸
地
面
積
の
減
少
と

同

様
の
要
因

に
よ
り

、
陸
域
が
明
確
化
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
 

セ
イ

タ
カ

ア
ワ

ダ
チ

ソ
ウ

群
落

0510152025

-
3～

0
0
～

5
5
～

10
1
0～

15
15

～
2
0

20
～

25
2
5～

30
3
0～

3
5

35
～

4
0

4
0～

42

河
口

か
ら

の
距

離
（
5
km

間
隔

）

面積（ha）

時
期

Ⅲ
（
1
9
9
3
年

）
時

期
Ⅳ

（
1
9
9
8
年

）
時

期
Ⅴ

（
2
0
0
4
年

）

藤
井

床
固

明
治

用
水

頭
首

工

 

    

⑤
～
⑦
：
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
 
植
物
図
作
成
調
査
結
果
よ
り
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＜代表流域６：円山川流域＞

＜
代

表
流

域
６

：
円
山

川
流

域
＞

 

  （
１

）
経

年
的
な

環
境

の
変
化

の
傾

向
（

グ
ラ

フ
右

が
下

流
）

 
 ①
水
際
の
複
雑
さ
（
左
右
岸
水
際
延

長
/流

心
部
の
延
長
）

 

・
水
際
の
複
雑
さ
に
は
、
大
き
な
変
化
は

み
ら
れ

な
い
。
 

蓼
川

井
堰

出
石

川
合

流
点

奈
佐

川
合

流
点

0123456

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

16
17

18
19

20
21

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

河
口

か
ら

の
距

離
（k

m
）

時
期

Ⅲ
（1

99
0～

1
99

5年
度

）

時
期

Ⅴ
（2

00
1～

2
00

6年
度

）

 

 ②
サ
ブ
水
域
（
ワ
ン
ド
等
）
の
面
積

割
合
（
サ
ブ
水
域
の
面
積
/開

放
水
面
面
積
）

 

・
サ
ブ
水
域
の
面
積
割
合
に
は
、
大
き
な

変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
 

蓼
川

井
堰

出
石

川
合

流
点

奈
佐

川
合

流
点

05101520253035404550

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

16
17

18
19

20
21

22
2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

(%
)

時
期

Ⅲ
（
19

90
～

1
99

5年
度

）

時
期

Ⅴ
（
20

01
～

2
00

6年
度

）

 

 

 

      ③
水
際
部
の
樹
林
延
長
割
合
（
水
際
部
の
樹
林
延
長
/水

際
延
長
）

 

・
水
際
部

の
樹
林
延
長
割
合
は
、
1
0-
1
7ｋ

m
に
か
け
て
増
加
が

見
ら
れ
る
。
 

蓼
川

井
堰

出
石

川
合

流
点

奈
佐

川
合

流
点

010203040506070809010
0

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
1
1

12
13

1
4

1
5

16
1
7

1
8

19
20

2
1

22
23

2
4

25
26

2
7

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

(%
)

時
期

Ⅲ
（1

99
0～

19
95

年
度

）

時
期

Ⅴ
（2

00
1～

20
06

年
度

）

Ⅲ
期

の
空

中
写

真
が

な
く
欠

測

 

 ③
高
水
敷
に
お
け
る
樹
林
面
積
割
合
（
高
水
敷
の
樹
林
面
積
/高

水
敷
面
積
）
 

・
樹
林
面

積
割
合
は
、
全
体
的
に
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、

高
水
敷

の
撹
乱
頻
度
が
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

。
 

蓼
川

井
堰

出
石

川
合

流
点

奈
佐

川
合

流
点

010203040506070809010
0

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

1
2

13
1
4

15
16

1
7

18
1
9

2
0

21
2
2

23
24

2
5

26
2
7

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

(%
)

時
期

Ⅲ
（1

99
0～

19
95

年
度

）

時
期

Ⅴ
（2

00
1～

20
06

年
度

）

Ⅲ
期

の
空

中
写

真
が

な
く
欠

測

 

①
～
④
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
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＜代表流域６：円山川流域＞

  ⑤
自
然
水
際
延
長
割
合
（
自
然
水
際

距
離
/水

際
延
長
距
離
）
 

・
自
然
水
際
延
長
割
合
は
、
中
流
域
に
お

い
て
河
岸
の
改
修
等
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
区
間
が
み

ら
れ
る
。
 

蓼
川

井
堰

出
石

川
合

流
点

奈
佐

川
合

流
点

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

10
0

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

14
15

16
17

18
19

20
2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

27

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

(%
)

時
期

Ⅲ
（1

99
0～

19
95

年
度

）

時
期

Ⅴ
（2

00
1～

20
06

年
度

）

 

 ⑥
淵
の
出
現
頻
度
（
淵
の
数
／
距
離

）
 

・
淵
の
出
現
頻
度
は
、
下
流
域
で
減
少
し

て
い
る

が
、
上
流
域
で
は
増
加
の
傾
向
に
あ
る

。
 

蓼
川

井
堰

出
石

川
合

流
点

奈
佐

川
合

流
点

0246810

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

18
19

20
21

22
23

24
25

2
6

2
7

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

時
期

Ⅲ
（
19

90
～

1
99

5年
度

）

時
期

Ⅴ
（
20

01
～

2
00

6年
度

）

 

     

  ⑦
ヨ
シ
群
落
面
積
 

・
ヨ
シ
群

落
面
積

に
つ
い
て
は
、
中
流
域
で
減
少
す
る
箇
所
が
み

ら
れ
る
。
 

蓼
川

井
堰

出
石

川
合

流
点

奈
佐

川
合

流
点

051015202530

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

16
17

18
19

20
21

22
2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

（
h
a）

時
期

Ⅳ
（1

99
7年

）

時
期

Ⅴ
（2

00
1年

）

 

 ⑧
河
原
に
特
徴
的
な
植
物
群
落
（
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
－
カ
ワ
ラ
ハ
ハ
コ
群
落
）

 

・
上
流
域

で
分
布
が
み
ら
れ
る
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
－
カ
ワ
ラ
ハ
ハ
コ

群
落
は
、
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
 

蓼
川

井
堰

出
石

川
合

流
点

奈
佐

川
合

流
点

012345

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

23
24

25
26

27

河
口

か
ら

の
距

離
（
km

）

（
h
a）

時
期

Ⅳ
（1

99
7年

）

時
期

Ⅴ
（2

00
1年

）

 

 

⑤
～
⑥
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
 

⑦
～
⑧
：
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
 
植
物
図
作
成
調
査
結
果
よ
り
  

 



 

 

21

＜代表流域６：円山川流域＞

（
２

）
特

徴
的
な

区
間

の
経
年

的
な

変
化

と
施

策
の

実
施

状
況

 
【
対
象
区
間
】
円
山
川
下
流
部
ブ
ロ

ッ
ク
（
0～

16
k
m）
：
自
然
再
生
事
業
に
よ
り
湿
地
再
生
が
行
わ
れ
て

い
る

 

                      

【
円
山
川
の
自
然

環
境
の
経
年
的
な
変
化
】

 

◆
こ
れ
ま
で
の
河
川
改

修
に
よ
る
河
道
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
や
拡
幅
等
に
よ
り
、
河
道

内
に
形
成
さ
れ
た
湿
地
環
境
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
瀬
・
淵
な
ど
の
多
様
な
流
れ
が
減
少
し
た
。
さ
ら

に
土
砂
堆
積
に
 

に
よ
る

中
州
や
寄
州
等
の
安
定
化
に
よ
っ
て
湿
地
や
環

境
遷
移
帯
も
減
少
し
て
い
る
。
 

【
過
去
の
湿
地
面
積
の
変
化
】
 

            
明
治
期
か
ら
の
湿
地
面

積
の
変
化
を
み
る
と
約

50
年

後
の
戦
後
で
半
減
し
、

約
10
0
年
後
（
平

成
1
0
年

）
に
は
約

4
0
%に

減
少
し
て
い
る
。
 

3
8
%

5
5
%

1
0
0
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

明
治

期
（
M

3
1
年

）
戦

後
（
S
2
5
年

）
現

在
(H

1
0
年

）

湿地面積（％）

【
自
然
再
生
事
業

：
円
山
川
下
流
ブ
ロ
ッ
ク
（

0
～
1
6
k
m）

の
湿
地
再
生
の
実
施
状

況
と
そ
の
効
果
】
 

◆
河
道

掘
削
に
際
し
て
は
、
治
水
効
果
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
生
物
の
生
息
・
生
育
環
境
を
再
生
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
高
水
敷
に
お
い
て
湿
地
の
再
生
を
行
っ
て
い
る
。

 
◆
貴
重

な
動
植
物
の
生
息
・
生
育
場
と
な
っ
て
い
る
ひ

の
そ
島
（
6k
m
付
近
）
に
つ
い
て
は
、
治
水
と
環
境
を
両
立

さ
せ
る
た
め
、
左
岸
側
は
半
島
掘
削
、
右
岸
側
は
湿
地
の
再
生
を
行
っ
て
い
る
。
 

円
山
川
右
岸

12
.5
km

付
近
（
H1
9
年

2
月
）
 

高
水
敷
切
り
下
げ
／
湿
地
再
生
 

円
山
川
右
岸

13
.5
km

付
近
（
H1
9
年

3
月
）
 

高
水
敷
切
り
下
げ
／
湿
地
再
生
＋
置
き
石
 

円
山
川

14
.5
km

付
近
（
H1
8
年

1
2
月
）
 

高
水
敷
切
り
下
げ
／
湿
地
再
生
 

高
水
敷
切
り

下
げ

 

ひ
の
そ
島

6k
m
付
近
（
H
1
9
年

6
月
）
 

左
岸
掘
削
、
右
岸
湿
地
再
生
 

半
島
掘

削
 

半
島

湿
地
再

生
 

高
水
敷
切
り
下
げ
箇
所
で
魚
類
を
採
餌
す
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
 

（
円
山
川
右
岸

12
.5
km
：
付
近

H1
9
年

2
月
）
 

＜
事
業
の
効
果
＞
 

◆
事
業

の
実
施
に
よ
り
、
湿
地
面
積
が
増
加
し
た
（
平
成

1
6
年
度
か
ら
平
成

1
8
年
度
の
間
に

2
7h
a
増
加
）。

 

◆
湿
地

再
生
箇
所
で
ｺｳ
ﾉ
ﾄﾘ
の
採
餌
が
確
認
さ
れ

る
な
ど
、
大
型
鳥
類
の
餌
場
と
し
て
の
効
果
が
確

認
さ
れ
た
。
 

◆
ひ
の

そ
島
で
は
ﾔﾅ
ｷﾞ
ﾇ
ｶﾎ
ﾞ、

ﾎｿ
ﾊﾞ
ｲﾇ
ﾀ
ﾃﾞ
等
の

貴
重
な
湿
性
植
物
の
生
育
種
が
確
認
さ
れ
た
。

 

◆
湿
地
の
単
調
化
な
ど

の
課
題
も
抽
出
さ
れ
、

現
在
、
抽
水
植
物
の
移

植
や
置
き
石
の
配
置
等
の

対
策
を
試
験

的
に
行
っ
て
い
る
。
 

＊
湿
地
面
積

は
平

面
図
よ

り
算
出

し
た

。
 

 
 

豊
  
岡
 

円
 

山
 

川
 

湿
地

の
変

遷
(明

治
3

1
年

) 

奈
 

佐
 

川
 

出
 

石
 

川
 

N

 
 

豊
  
岡

 

湿
地

の
変

遷
(平

成
1

0
年

) 

河
道

の
シ
ョ

ー
ト

カ
ッ

ト
等

に
よ
る
湿
地
の
減
少

 
河

道
の

シ
ョ

ー
ト

カ
ッ

ト
に

よ
る
湿
地
の
減
少

 

流
路

の
変
更
に

よ
る

湿
地

の
減
少

 

河
道

の
シ

ョ
ー

ト
カ

ッ
ト

に
よ
る
湿
地
の
減
少

 

土
砂
堆
積
に

よ
る
乾
地
化

 
圃
場
整
備
に
よ
る

菊
屋
島
の
掘
削
に
よ
る
湿
地
の
減
少

 

水
田
利
用
放

棄
 

に
よ
る
乾
地
化

 

河
道

の
シ

ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
・

河
道
拡
幅

 

出
 
石
 
川
 

円
 
山

 
川
 

奈
 
佐
 
川
 

N

円
山

川
下

流
ブ
ロ

ッ
ク

 

【
湿
地
面
積
の
変
化
】

 
            
 

N

円
山

川
下

流
ブ
ロ

ッ
ク
（

0～
16
km
）
 

＊
湿
地

面
積
は

横
断
図

よ
り

湿
地
成

立
標
高

等
を
設

定
し

算
出
し

た
。
 

円
山
大
橋

 

円
山
大
橋
 

実
施
前
（
H
1
3
年
）

 

実
施
前
（
H
1
3
年
）

 

円
山

川
下

流
ブ
ロ

ッ
ク

（
0～

1
6k

m）
 

8
2

8
2

8
0

2
6

2
3

0

5
0

1
0
0

1
5
0

2
0
0

H
1
6
出

水
後

（対
策

実
施

前
）

H
1
7
年

度
実

施
後

H
1
8
年

度
実

施
後

湿地面積（ha）

激
特

事
業

（H
1
8年

度
）

激
特

事
業

（H
1
7年

度
）

H
1
6
年

出
水

後
（対

策
実

施
前

）

8
2

84

1
09

1
6
k 
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＜代表流域７：江の川流域＞

＜
代

表
流

域
７

：
江
の

川
流

域
＞

 

  （
１

）
経

年
的
な

環
境

の
変
化

の
傾

向
（

グ
ラ

フ
右

が
下

流
）

 
 ①
水
際
の
複
雑
さ

(左
右
岸
水
際
延
長
／
流
心
距
離
）

 

・
概
ね
Ⅲ
期
よ
り
Ⅴ
期
の
方
が
水
際
が
複

雑
化
し
て
い
る
。
要
因
と
し
て
は
、
土
師
ダ
ム

完
成
に

よ
り
流
況
が
安
定
化
し
た
こ
と
で
、
も
と
も
と

礫
河
原
で
あ
っ
た
水
際
に
植
生
等
が
繁
茂
し
、

よ
り
複

雑
な
水
際
や
止
水
性
の
環
境
が

形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る

。
植
生
の
繁
茂
に
よ
る
水
際
付
近
の
陸
地
化
は

、
従
来
の
礫
河
原
環
境
に
適
し
た
植
物
等
の
生

息
環
境

の
劣
化
を
招
い
て
い
る
。
 

・
陸
地
化
が
顕
著
な
区
間
の
う
ち
 
17
2
k
m
付
近
で
、
礫
河
原
再
生
の
試
験
施
工
を
実
施
し
て
い
る

 

            ②
サ
ブ
水
域
（
ワ
ン
ド
等
）
の
面
積

割
合
（
サ
ブ
水
域
面
積
／
開
放
水
面
面
積
）

 

・
概
ね
Ⅲ
期
よ
り
Ⅴ
期
の
方
が
サ
ブ
水
域

が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
土
師
ダ
ム
完
成

に
よ
り

流
況
が
安
定
化
し
た
こ
と
で
水
際
の
陸
地
化
が

進
み
、
そ
れ
ま
で
明
確
で
な
か
っ
た
水
際
線
に

ワ
ン
ド

等
の
止
水
的
環
境
が
形
成
さ
れ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

神
野

瀬
川

馬
洗

川
合

流
土

師
ダ

ム
(1

9
74

年
完

成
)

0102030405060708090

1
00

0
5

10
15

20
25

30
35

40
45

50
55

60
6
5

70
7
5

8
0

8
5

9
0

9
5

10
0

10
5

11
0

11
5

12
0

12
5

13
0

13
5

14
0

14
5

15
0

15
5

16
0

16
5

17
0

17
5

18
0

河
口

か
ら

の
距

離
（
ｋ

ｍ
）

サ ブ 水 域 （ ワ ン ド 等 ） の 面 積

割 合 （ サ ブ 水 域 面 積 ／ 開 放 水

面 面 積 ）

時
期

Ⅰ
（1

96
0～

1
97

4年
度

）
時

期
Ⅲ

（1
99

0～
1
99

5年
度

）
時

期
Ⅴ

（2
00

1～
2
00

6年
度

）

 

①
～
②
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
 

神
野

瀬
川

馬
洗

川
合

流
土

師
ダ

ム
(1

9
7
4
年

完
成

)

01234

0
5

10
15

20
25

3
0

3
5

4
0

4
5

5
0

5
5

6
0

65
70

75
80

85
90

95
1
00

1
05

1
10

1
15

1
20

12
5

13
0

13
5

14
0

14
5

15
0

15
5

16
0

16
5

1
70

1
75

1
80

河
口

か
ら

の
距

離
（
ｋ

ｍ
）

水 際 の 複 雑 さ ( 左 右 岸 水 際

延 長 ／ 流 心 距 離 ）

時
期

Ⅰ
（1

96
0～

1
97

4年
度

）
時

期
Ⅲ

（1
99

0～
1
99

5年
度

）
時

期
Ⅴ

（2
00

1～
2
00

6年
度

）

○
：　

Ⅲ
期

か
ら

Ⅴ
期

の
間

に
多

自
然

川
づ

く
り

を
実

施
し

た
箇

所
。

【
8
5k
m
-1
1
0.
5
km

間
】
 

距
離

標
重

複
区

間
の

た
め

当
該

距
離
は
な
し

。
 

【
8
5
km
-
11
0
.5
k
m
間

】
 

距
離

標
重

複
区

間
の

た
め

当
該

距
離
は
な

し
。
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＜代表流域７：江の川流域＞

  ③
水
際
部
の
樹
林
延
長
割
合
（
水
際

部
の
樹
林
延
長
/水

際
延
長
）
 

・
特
に
近
年
に
お
い
て
水
際
部
に
お
け
る

樹
林
延
長
割
合
の
増
加
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

江
の
川
で
は
、
無
堤
区
間
も
多
く
、
多
自
然
施

工
が
水
際
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て
軽
微
で
あ

る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
土
師
ダ
ム
建

設
後
の
流
況
安
定
な
ど
に
よ
る
陸
地
化
・

樹
林
化

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

            ④
高
水
敷
の
樹
林
面
積
割
合
（
高
水

敷
の
樹
林
面
積
／
高
水
敷
面
積
）
 

・
別
途
分
析
か
ら
は
樹
林
地
の
増
加
が
報

告
さ
れ
て
い
る
（
p
.
16
）
が
、
本
デ
ー
タ
か
ら

は
、
経

年
的
に
特
徴
の
あ
る
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
出
水
の
イ
ン
パ
ク
ト
に

よ
る
樹

林
の
減
少
時
期
と
本
デ
ー
タ
の

計
測
に
用
い
た
航
空
写
真
等
の
撮
影
時
期

と
の
関

連
が
考
え
ら
れ
る
。
 

神
野

瀬
川

馬
洗

川
合

流
土

師
ダ

ム
(1

9
74

年
完

成
)

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

10
0

0
5

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

3
5

4
0

45
5
0

55
60

65
70

75
80

85
90

95
1
00

1
05

1
10

1
15

1
20

12
5

13
0

13
5

14
0

14
5

15
0

15
5

16
0

16
5

17
0

17
5

1
80

河
口

か
ら

の
距

離
（
ｋ

ｍ
）

高 水 敷 の 樹 林 面 積 割 合 （ ％ ）

時
期

Ⅰ
（
19

60
～

19
74

年
度

）
時

期
Ⅲ

（
19

90
～

19
95

年
度

）
時

期
Ⅴ

（
20

01
～

20
06

年
度

）

 

 

③
～
④
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
 

【
85
k
m-
1
10
.
5k
m
間

】
 

距
離

標
重

複
区

間
の

た
め

当
該

距
離
は

な
し
。

 

神
野

瀬
川

馬
洗

川
合

流

土
師

ダ
ム

(1
9
7
4
年

完
成

)

0102030405060708090

1
00

0
5

10
1
5

2
0

25
3
0

3
5

40
4
5

5
0

55
6
0

65
7
0

7
5

80
8
5

9
0

95
1
00

10
5

1
10

11
5

12
0

1
25

13
0

1
3
5

1
40

14
5

1
5
0

1
55

16
0

1
65

1
70

17
5

1
80

河
口

か
ら

の
距

離
（
ｋ

ｍ
）

時
期

Ⅰ
（
1
96

0～
1
97

4
年

度
）

時
期

Ⅲ
（
1
99

0～
1
99

5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
2
00

1～
2
00

6
年

度
）

水 際 部 の 樹 林 延 長 / 水 際 延 長 （ ％ ）

【
8
5k
m
-1
1
0.
5
km

間
】
 

距
離

標
重

複
区

間
の

た
め

当
該

距
離

は
な
し

。
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＜代表流域７：江の川流域＞

  ⑤
自
然
水
際
延
長
割
合
（
自
然
水
際

距
離
/水

際
延
長
距
離
）
 

・
経
年
的
に
特
徴
の
あ
る
変
化
は
見
ら
れ

な
い
。
ま
た
局
所
的
に
実
施
し
て
い
る
多
自
然
川
づ
く

り
に
よ
る
、
自
然
水
際
回
復
効
果
も
現
時
点
で

は
見
ら
れ
な
い
。
 

・
江
の
川
の
中
下
流
部
の
山
間
狭
隘
部
で

は
住
家
等
の
床
上
浸
水
を
防
止
す
る
た
め
、
土
地
利
用

一
体
型
の
水
防
災
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
事
業
で
は
住
家
部
等
の
嵩
上
げ
が
中
心
と
な

り
、
水

際
部
へ
の
影
響
が
少
な
い
。
こ

の
た
め
、
2
5k
m
か
ら

4
0k
m
の
水
防
災
事
業

完
成
箇
所
を
多
く
含
む
区
間
で
も
依
然
自
然

水
際
率

は
80
%以

上
と
な
っ
て
い
る
。
 

            ⑥
河
道
幅

/水
面
幅
比

 

・
土
師
ダ
ム
建
設
後
に
水
面
幅
が
小
さ
く

な
っ
て
お
り
、
流
量
が
減
少
し
た
こ
と
が
読
み

取
れ
る

。
 

・
Ⅲ
期
と
Ⅴ
期
の
間
に
は
経
年
的
に
特
徴

の
あ
る
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 

神
野

瀬
川

馬
洗

川
合

流
土

師
ダ

ム
(1

97
4年

完
成

)

02468

1
0

1
2

1
4

1
6

0
5

10
15

20
25

30
35

40
45

50
55

60
65

70
75

80
85

90
95

10
0

10
5

11
0

11
5

12
0

12
5

13
0

13
5

14
0

14
5

15
0

15
5

16
0

16
5

17
0

17
5

18
0

河
口

か
ら

の
距

離
（
ｋ

ｍ
）

河 道 幅 / 水 面 幅 比

時
期

Ⅰ
（1

96
0～

1
97

4年
度

）
時

期
Ⅲ

（1
99

0～
1
99

5年
度

）
時

期
Ⅴ

（2
00

1～
2
00

6年
度

）

 

 

⑤
～
⑥
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
 

【
8
5
km
-
11
0.
5
km

間
】
 

距
離

標
重

複
区

間
の

た
め

当
該

距
離
は
な

し
。
 

神
野

瀬
川

馬
洗

川
合

流
土

師
ダ

ム
(1

9
74

年
完

成
)

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

10
0

0
5

1
0

15
2
0

25
3
0

35
40

45
50

55
60

6
5

70
7
5

80
8
5

90
9
5

10
0

10
5

11
0

11
5

1
20

12
5

1
30

13
5

1
40

14
5

1
50

15
5

1
60

16
5

1
70

17
5

1
80

河
口

か
ら

の
距

離
（
ｋ
ｍ

）

自 然 水 際 率 （ ％ ）

時
期

Ⅰ
（
19

6
0～

1
97

4
年

度
）

時
期

Ⅲ
（
19

9
0～

1
99

5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（
20

0
1～

2
00

6
年

度
）

○
：　

Ⅲ
期

か
ら

Ⅴ
期

の
間

に
多

自
然

川
づ

く
り

を
実

施
し

た
箇

所
。

【
8
5
km
-
11
0
.5
k
m
間

】
 

距
離

標
重

複
区

間
の

た
め

当
該

距
離
は
な

し
。
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＜代表流域７：江の川流域＞

  ⑦
カ
ワ
ラ
ハ
ハ
コ
－
カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ

群
落

 

・
河
口
か
ら

60
k
m
付
近
ま
で
の
区
間
に
は
、

礫
河
原
が
よ
く
残
さ
れ
て
お
り
、
カ
ワ
ラ
ハ

ハ
コ
-カ

ワ
ラ
ヨ
モ
ギ
群
落
が
比
較
的
多
く
分
布
し

て
い
る
。
 

・
土
師
ダ
ム
完
成
前
の
裸
地
河
原
の
再
生

を
目
標
と
し
た
、
礫
河
原
再
生
事
業
（
2
00
6
年
試
験

施
工

1
72
k
m
付
近
）
を
実
施
し
て
お
り
、
カ
ワ

ラ
ハ
ハ

コ
の
生
育
を
目
標
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
 

 

 

 

  ⑧
チ
ガ
ヤ
－
ス
ス
キ
群
落

 
・
神
野
瀬
川
、
馬
洗
川
合
流
点
よ
り
上
流

で
は
チ
ガ
ヤ
・
ス
ス
キ
群
落
が
多
く
、
河
川
敷

の
撹
乱

が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

・
経
年
的
に
特
徴
の
あ
る
変
化
を
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 

 

 

⑦
～
⑧
：
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
 
植
物
図
作
成
調
査
結
果
よ
り
 

 

02468

1
0

1
2

0-
5

1
0-

15
20

-2
5

3
0-

35
40

-4
5

50
-5

5
6
0-

65
70

-7
5

80
-8

5
11

5-
12

0
1
25

-1
30

13
5-

14
0

14
5-

15
0

1
55

-1
60

16
5-

17
0

1
75

-1
79

河
川

か
ら

の
距

離
（
5
km

間
隔

）

面積（ha）

時
期

Ⅲ
（1

99
5年

）
時

期
Ⅳ

（2
00

0年
）

時
期

Ⅴ
（2

00
5年

）

神
野

瀬
川

馬
洗

川
合

流

0

0.
2

0.
4

0.
6

0.
81

1.
2

1.
4

1.
6

1.
82

0
-5

1
0-

15
2
0-

25
3
0-

35
40

-4
5

50
-5

5
60

-6
5

70
-7

5
8
0-

85
11

5-
12

0
12

5-
13

0
1
35

-1
40

1
45

-1
50

1
55

-1
60

1
65

-1
70

17
5-

17
9

河
川

か
ら

の
距

離
（
5
km

間
隔

）

面積（ha）

時
期

Ⅲ
（
19

95
年

）
時

期
Ⅳ

（
20

00
年

）
時

期
Ⅴ

（
20

05
年

）

神
野

瀬
川

馬
洗

川

合
流
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＜代表流域７：江の川流域＞

（
２

）
特

徴
的
な

区
間

の
経
年

的
な

変
化

と
施

策
の

実
施

状
況

 
 【
特
徴
的
な
区
間
】
陸
地
化
が
顕
著
な
区

間
の
う
ち
、
17
2
k
m
付
近
に
お
い
て
礫
河
原
再

生
の
試
験
施
工
を
実
施
。
 

 

【
礫
河
原
再
生
事
業
実
施
の
経

緯
】
 

・
昭

和
3
0
年
代

ま
で

の
江
の

川
（
上
流

）
は

現
在
で

は
あ

ま
り

み
ら

れ
な

く
な
っ

た
礫
河

原
と
植

物
、

魚
類

等
が

豊
富

に
生
息

す
る

空

間
と
し

て
親

し
ま

れ
て
い

た
。

 

・
現

在
、
河
道

内
で
行

わ
れ

た
工
事

や
砂
利
採

取
、
洪
水

調
整

ダ
ム

の
建

設
に

よ
り
礫

河
原
が
減

少
し

、
植
物

や
シ

カ
等

が
棲
み

つ
く
樹

林
地
が

増
加

す
る

な
ど
親

水
性

や
環

境
が
悪

化
し
て

い
る

。
 

・
平

成
1
7
年
度

よ
り

自
然
再

生
事
業
と

し
て

、
地
域

と
の

連
携

を
は

か
り

、
損
失

・
劣
化

し
た
河

川
環

境
の
回
復

を
目

指
す
事

業
（

礫

河
原
の

再
生

）
を

進
行
中

で
あ

る
。

 

・
陸

地
化
が

顕
著
な

区
間

の
う

ち
、

平
成

17
年
度
に

吉
田

地
区

（
17
1.
2 
km
～
1
72
.5
 k

m）
を
試

験
的

施
工
区
と

し
て

整
備
し

、
平

成

18
年

度
に

試
験
的

施
工

区
の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施
し

た
。
 

 
【
礫
河
原
再
生
事
業
（
試
験
的

施
工
区
）
の
実
施
目
標
】
 

試
験

的
施
工

区
（
吉

田
地

区
：

17
1.

2 
km

～
17
2
.5
 
km
）

の
実
施

目
標

は
下

記
の

と
お
り

で
あ
る

。
 

①
イ

カ
ル
チ

ド
リ
が

生
息

す
る

礫
河

原
の

再
生
 

②
オ

キ
ナ
グ

サ
、
カ

ワ
ラ

ハ
ハ

コ
等

が
生

育
す
る
河

原
草

地
の
再

生
 

③
江

の
川
上

流
に
お

け
る

礫
河

原
再

生
技

術
の
仮
説

検
証

・
技
術

的
知

見
の

取
得

 

 

【
礫
河
原
再
生
事
業
（
試
験
的

施
工
区
）
の
実
施
事
項
】

 

砂
州

の
切
り

下
げ
，

中
水

敷
盛

土
形

成
，

人
工
的
透

礫
層

，
ク
リ

ー
ク

の
掘

削
，

水
際
の

切
り
残

し
，

河
原

草
地

の
再

生
，

 

フ
ラ

ッ
シ
ュ

放
流
 

 

【
礫
河
原
再
生
事
業
（
試
験
的
施
工
区
）

の
効
果
】
 

 

 

   

【
礫
河
原
再

生
事
業
（
試
験
的
施
工
区
）
実
施
箇

所
の
経
年
的
な
変
化
】

 

                          【
礫
河
原
再

生
事
業
（
試
験
的
施
工
区
）
の
経
年

変
化
】
 

       

【
事
業
実

施
前
（
平
成

1
0
年

1
0
月
撮
影
）】

 

（
平

成
1
8
年

3
月
施
工
実
施
）
 

【
事
業
実
施
後
（
平
成

1
8
年

1
0
月
撮
影
）】

 

河
岸
の
掘
削
 

礫
河
原
再
生
 

・
砂

州
の

切
り
下
げ

 
・

中
水
敷

盛
土
形
成

 
・

ク
リ
ー

ク
の
掘
削

 
・

水
際
の

切
り
残
し
 

礫
河
原
再
生

 
・

砂
州

の
切
り

下
げ

 
・

中
水

敷
盛
土

形
成

 
・

ク
リ

ー
ク
の

掘
削

 
・

水
際

の
切
り

残
し

 

礫
河
原
再
生
 

・
砂

州
の

切
り
下

げ
 

・
人

工
的

透
礫
層

 

礫
河
原
再
生

 
・

中
水
敷

盛
土

形
成

 
・

河
原
草

地
の

再
生

 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
 

放
流
 

再
生

し
た

礫
河
原

に
飛

来
し
た

イ
カ
ル

チ
ド

リ
 

0.
7

0.
9

1.
1

1.
3

1.
5

1.
7

1.
9

3/
26

3/
27

3/
28

3/
29

3/
30

（μ
g/

cm
2 ）

フ
ラ

ッ
シ
ュ

放
流
（

3/
2
8
）
前

後
の
ク

ロ
ロ
フ

ィ
ル

及
び

フ
ェ
オ

色
素

 

の
変

化
の
例

 

フ
ラ
ッ
シ

ュ
放
流

（
3/
2
8
）
前

後
の
強
熱
残

留
物
量

の
変
化

の
例
 

再
生

さ
れ

た
礫
河

原
 

植
物

が
繁

茂
し
た

河
原
 

昭
和

40
年

以
前
の

河
原
 

（
秋
田

隆
幸
ほ

か
 
「
目
で

見
る

三
次
・

庄
原
の

 
1
00
年
」
、
郷

土
出
版

社
よ
り

引
用

）
 

6.
00

7.
00

8.
00

9.
00

10
.0

0

3/
26

3/
27

3/
28

3/
29

3/
30

（μ
g/

cm
2）

フ
ェ

オ
色

素

ク
ロ

ロ
フ

ィ
ル

a

051015202530

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

砂 礫 堆 に お け る 裸 地

の 面 積 割 合 ％
02468

事
業

実
施

前
事

業
実

施
後

河 道 幅 / 水 面 幅 比

河
道

幅
／

水
面
幅

比
 

砂
礫

堆
に

お
け
る
裸
地

の
面
積

割
合
％

 

 礫
河

原
再

生
に
よ

り
、

事
業

実
施

後
の

裸
地

面
積

が
増

加
 

 事
業

実
施
後

、
水

面

幅
が

広
が
り

、
流

量

が
増

加
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＜代表流域８：四万十川流域＞

＜
代

表
流

域
８

：
四
万

十
川

流
域

＞
 

  （
１

）
経

年
的
な

環
境

の
変
化

の
傾

向
（

グ
ラ

フ
右

が
下

流
）

 
 ①
水
際
の
複
雑
さ
（
水
際
部
の
延
長

距
離
/流

心
部
の
延
長
距
離
）
 

・
水

際
の
複
雑
さ
は
、
8k
m
よ
り
上
流
部
で
は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
8
k
m
よ
り
下
流
部
で
は
増
減

が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。

 

中
筋

川
合

流
点

後
川

合
流

点

01234

0
2

4
6

8
10

12
14

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
(1

99
0～

1
99

5年
度

)

時
期

Ⅴ
(2

00
1～

2
00

6年
度

)

 

 ②
サ
ブ
水
域
（
ワ
ン
ド
等
）
の
面
積

割
合
（
サ
ブ
水
域
の
面
積
/開

放
水
面
面
積
）

 

・
ワ
ン
ド
等
の
サ
ブ
水
域
面
積
割
合
は
減

少
し
て
お
り
、
サ
ブ
水
域
の
消
失
に
つ
な
が
る

河
道
の

変
化
が
生
じ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

中
筋

川
合

流
点

後
川

合
流

点

02468101214161820

0
2

4
6

8
10

1
2

1
4

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

(%
)

時
期

Ⅲ
(1

9
90

～
19

95
年

度
)

時
期

Ⅴ
(2

0
01

～
20

06
年

度
)

 

 

    ③
水
際
部
の
樹
林
延
長
割
合
（
水
際
部
の
樹
林
延
長
/水

際
延
長
）

 

・
 
水
際
に
お

け
る
樹
林
延
長
割
合
は
、
一
部
区
間
で
増
加
傾

向
に
あ
り
、
水
際
の
撹
乱
頻
度
が
減
少
し
て
い

る
と
考
え

ら
れ
る
。
 

      ④
高
水
敷
に
お
け
る
樹
林
面
積
割
合
（
高
水
敷
の
樹
林
面
積
/高

水
敷
面
積
）
 

・
高
水
敷

の
樹
林
面
積
割
合
は
増
加
し
て
お
り
、
高
水
敷

の
撹
乱

頻
度
は
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

 

中
筋

川
合

流
点

後
川

合
流

点

0510152025303540

0
2

4
6

8
10

12
1
4

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

(%
)

時
期

Ⅲ
(1

99
0～

1
99

5年
度

)

時
期

Ⅴ
(2

00
1～

2
00

6年
度

)

 

 

①
～
④
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
  

中
筋

川
合

流
点

後
川

合
流

点

010203040506070

0
2

4
6

8
10

12
1
4

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

%

時
期

Ⅲ
(1

99
0～

1
99

5年
度

)

時
期

Ⅴ
(2

00
1～

2
00

6年
度

)
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  ⑤
自
然
水
際
延
長
割
合
（
自
然
水
際

距
離
/水

際
延
長
距
離
）
 

・
6
-8
k
m
区
間
で
自
然
水
際
延
長
割
合
が
増

加
し
て
お
り
、
多
自
然
川
づ
く
り
の
効
果
が

現
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
 

              ⑥
ツ
ル
ヨ
シ
群
落
面
積

 

・
ツ
ル
ヨ
シ
群
落
の
面
積
は
、
上
流
部

(1
0
.0
-
13
.
4k
m
)で

は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
 

・
中
流
部
(
5.
0
-1
0
.0
k
m)
で
は
、
1
99
3
年
か
ら

1
9
9
8
年
で
は
変
化
は
み
ら
れ
な
い
が
、

2
00
3
年
に
は
増

加
し
て
い
る
。
 

05

1
0

1
5

2
0

1
0-

13
.4

5
-1

0
0
-5

河
口

か
ら

の
距

離
(5

km
間

隔
)

(面積ha)

時
期

Ⅲ
(1

99
3年

)

時
期

IV
(1

99
8年

)

時
期

Ⅴ
(2

00
3年

)

中
筋

川
合

流
点

後
川

合
流

点

 

  

  ⑦
オ
ギ
群
落
面
積
 

・
オ
ギ
群

落
は
、
河
川
全
域
で
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
 

05

1
0

1
5

2
0

2
5

3
0

1
0-

13
.4

5
-1

0
0
-5

河
口

か
ら

の
距

離
(5

km
間

隔
)

(面積ha)

時
期

Ⅲ
(1

9
93

年
)

時
期

IV
(1

9
98

年
)

時
期

Ⅴ
(2

0
03

年
)

中
筋

川
合

流
点

後
川

合
流

点

 

 ⑧
自
然
裸
地
面
積
 

・
自
然
裸

地
の
面
積
は
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
 

01020304050

10
-1

3.
4

5
-1

0
0
-5

河
口

か
ら

の
距

離
(5

km
間

隔
)

(面積ha)

時
期

Ⅲ
(1

9
93

年
)

時
期

IV
(1

9
98

年
)

時
期

Ⅴ
(2

0
03

年
)

中
筋

川
合

流
点

後
川

合
流

点

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
 

⑥
～
⑧
：
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
 
植
物
図
作
成
調
査
結
果
よ
り
 

 

中
筋

川
合

流
点

後
川

合
流

点

0102030405060708090

1
00

0
2

4
6

8
10

1
2

1
4

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

(%
)

時
期

Ⅲ
(1

9
90

～
19

95
年

度
)

時
期

Ⅴ
(2

0
01

～
20

06
年

度
)



 

 

29
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（
２

）
特

徴
的
な

区
間

の
経
年

的
な

変
化

と
施

策
の

実
施

状
況

 
 

【
対
象
区
間
】
河
口
よ
り

11
km

付
近
（
入
田
地
区
）：

自
然
再
生
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

 

【
自
然
再
生
事
業
実
施
箇
所
の
経
年

的
な
変
化
】

 

・
1
95
8
年
に
は
白
い
砂
洲
と
広
い
瀬
が

広
が
っ
て
い
た
。
1
99
5
年
に
は
草
地
化
・
樹
林
化
が
進
み

、
礫
河
原
の
減
少

が
進
行
し
て
い
た
が
、
20
0
4
よ
り
実
施

し
て
い

る
自
然
再
生
事
業
に
よ
り
礫
河
原
の
再
生
が
図
ら

れ
て
い
る
。
 

      

      【
自
然
再
生
事
業
及
び
そ
の
効
果
】

 

・
礫
河

原
の
再

生
に
は
、
①
樹
木
伐
採
、
表
土

は
ぎ
取
り
②
河
床
整
正
、
③
貴
重
種
（
マ
イ
ヅ
ル
テ
ン
ナ
ン
シ
ョ

ウ
：

環
境
庁

R
E
D
絶
滅
危
惧
種
Ⅱ
類
）
の
保
護

。
 

・
自
然
再
生
事
業
の
事
前
調
査
（
平
成

1
8
年
）
に
お
い
て
、
マ
イ
ヅ
ル

テ
ン
ナ
ン

シ
ョ
ウ
の
大
群
落
（
10
,
00
0
を

超
す
個
体
）
を
確
認
。
 

 
樹
木
伐
採
範
囲
に
あ
っ
た
個
体
を
近
隣

の
休
耕
田
に
移
植
。
平
成

1
9
年

5
月
に
は
約

8
0％

の
発
芽
が
確
認
で
き

て
い
る
。
 

・
樹
木
伐
採
及
び
出
水
に
よ
り
、
礫
河
原

が
再
生
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
礫
河
原
の
維
持

に
つ
い

て
は
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
継
続
し
検
証
し
て
い
く
。
 

       

 

１
９
９
５
年

 
２
０
０
５
年

 

施
工
前
（
２
０
０

６
年
）

 
施
工
前
（

２
０
０

６
年
）
 

施
工
後
（
２
０
０

７
年
）

 
施
工
後
（
２
０
０
７
年
）

 

河
床
整
正

 
樹

木
伐
採
・
表
土
は
ぎ
取
り

 

１
９
５
８
年
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＜代表流域９：松浦川流域＞

＜
代

表
流

域
９

：
松
浦

川
流

域
＞

 

  （
１

）
経

年
的
な

環
境

の
変
化

の
傾

向
（

グ
ラ

フ
右

が
下

流
）

 
 ①
水
際
の
複
雑
さ
（
左
右
岸
水
際
延

長
／
流
心
部
の
延
長
距
離
）

 

・
全
川
的
に
値
が
増
加
し
て
お
り
、
水
際

が
よ
り
複
雑
化
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
見
ら
れ
る

。
変
化

し
て
い
る
箇
所
の

一
部
に
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
施
策

（
多
自
然
川
づ
く
り
な
ど
）
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ

る
。
 

松
浦

大
堰

徳
須

恵
川

合
流

点

厳
木

川
合

流
点

駒
鳴

捷
水

路
大

黒
井

堰

012345

0
2

4
6

8
1
0

1
2

1
4

1
6

1
8

2
0

2
2

2
4

2
6

2
8

3
0

3
2

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（1

99
0－

19
9
5年

度
）

時
期

Ⅴ
（2

00
1－

20
0
6年

度
）

松
浦
川

汽
水

域
松

浦
大

堰
湛

水
区

域

下
の

井
堰

012345

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

松
浦

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（
19

9
0－

19
9
5年

度
）

時
期

Ⅴ
（
20

0
1－

20
0
6年

度
）

徳
須
恵
川

松
浦

大
堰

湛
水

区
域

横
枕

堰
本

山
堰

町
切

堰

012345

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

松
浦

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（1

9
90

－
1
99

5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（2

0
01

－
2
00

6
年

度
）

厳
木
川

 

 

      ②
サ
ブ
水
域
（
ワ
ン
ド
等
）
の
面
積
割
合
（
サ
ブ
水
域
の
面
積
／
開
放
水
面
面
積
）

 

・
Ⅲ
期
調

査
と
Ⅴ
期
調
査
で
は
、
計
測
方
法
の
違
い
が
あ
る
た
め

（
Ⅲ
期
：
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
様
式
デ
ー
タ

、

Ⅴ
期
：
河

川
環
境

情
報
図
＜
G
I
S
デ
ー
タ
＞
）
評
価
が
難
し
い
面
も

あ
る
が
、
ア
ザ
メ
の
瀬
が
位
置
す
る
松
浦
川

1
5
－
1
6
k
m
間
に

つ
い
て
は
、
自
然
再
生
事
業
の
成
果
に
よ
り
サ

ブ
水
域
面
積
が
増
加
し
て
い
る
。
 

松
浦

大
堰

徳
須

恵
川

合
流

点

厳
木
川

合
流
点

駒
鳴
捷

水
路

大
黒

井
堰

0102030405060

0
2

4
6

8
10

12
14

16
18

20
22

24
26

28
3
0

32

河
口

か
ら

の
距

離
(
k
m
)

時
期

Ⅲ
（

1
99

0
－

1
99

5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（

2
00

1
－

2
00

6
年

度
）

松
浦
川

(%
)

松
浦

大
堰

湛
水

区
域

汽
水

域

下
の

井
堰

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
1
1

1
2

1
3

14
15

松
浦

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m)

時
期

Ⅲ
（

1
99

0
－
19

9
5年

度
）

時
期

Ⅴ
（

2
00

1
－
20

0
6年

度
）

徳
須
恵

川

松
浦

大
堰

湛
水

区
域

(%
)

横
枕

堰

本
山

堰
町

切
堰

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

12
13

14

松
浦

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（

1
99

0－
19

95
年

度
）

時
期

Ⅴ
（

2
00

1－
20

06
年

度
）

厳
木
川

(%
)

 

①
～
②
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
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  ③
水
際
部
の
樹
林
延
長
割
合
（
水
際

部
の
樹
林
延
長
/水

際
延
長
）
 

・
水
際
部
の
樹
林
延
長
は
、
松
浦
川
、
徳

須
恵
川

、
厳
木
川
と
も
全
体
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、

こ
の
要
因
と
し
て

河
道
内
の
樹
林
化
及
び
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た

施
策
（
松
浦
川

2
6
-2
8
k
m
多
自
然
川
づ
く
り
な

ど
）
の
効
果
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
 

松
浦

大
堰

徳
須

恵
川

合
流

点

厳
木

川
合

流
点

駒
鳴

捷
水

路
大

黒
井

堰

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

10
0

0
2

4
6

8
10

12
14

16
1
8

2
0

2
2

24
26

28
30

32

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（1

99
0
－

19
9
5年

度
）

時
期

Ⅴ
（2

00
1
－

20
0
6年

度
）

松
浦

川

汽
水

域

松
浦

大
堰

湛
水

区
域

(%
)

下
の

井
堰

0102030405060708090

1
00

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

11
12

1
3

1
4

15

松
浦

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（1

9
90

－
19

95
年

度
）

時
期

Ⅴ
（2

0
01

－
20

06
年

度
）

徳
須

恵
川

松
浦

大
堰

湛
水

区
域

(%
)

横
枕

堰

本
山

堰

町
切

堰

0102030405060708090

1
00

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

1
2

1
3

14

松
浦

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（
19

9
0－

19
95

年
度

）

時
期

Ⅴ
（
20

0
1－

20
06

年
度

）
厳
木
川

(%
)

 

      

  ④
高
水
敷
に
お
け
る
樹
林
面
積
割
合
（
高
水
敷
の
樹
林
面
積
/高

水
敷
面
積
）
 

・
松
浦
川

：
高
水
敷
の
樹
林
面
積
は

23
k
m
よ
り
下
流
で
増
加

し
て
い
る
。
 

・
徳
須
恵

川
：
高
水
敷
の
樹
林
面
積
は

6
km
－
8
k
m
を
除
き
増

加
し
て
い
る
。
 

・
厳
木
川

：
高
水
敷
の
樹
林
面
積
は
全
体
的
に
増
加
し
て

い
る
。

 

松
浦

大
堰

徳
須

恵
川

合
流

点

厳
木

川
合

流
点

駒
鳴

捷
水

路
大

黒
井

堰

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

10
0

0
2

4
6

8
10

12
14

16
1
8

2
0

2
2

24
26

28
30

32

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（1

9
90

－
1
99

5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（2

0
01

－
2
00

6
年

度
）

松
浦
川

汽
水

域

松
浦

大
堰

湛
水

区
域

(%
)

下
の

井
堰

0102030405060708090

1
00

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

11
12

1
3

1
4

15

松
浦

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（1

9
90

－
19

95
年

度
）

時
期

Ⅴ
（2

0
01

－
20

06
年

度
）

徳
須
恵
川

松
浦

大
堰

湛
水

区
域

(%
)

横
枕

堰

本
山

堰

町
切

堰

010203040506070809010
0

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1
3

1
4

松
浦

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（1

99
0
－

1
99

5
年

度
）

時
期

Ⅴ
（2

00
1
－

2
00

6
年

度
）

厳
木
川

(%
)

 

 
 

③
～
④
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
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  ⑤
自
然
水
際
延
長
割
合
（
自
然
水
際

距
離
／
水
際
延
長
距
離
）
 

・
松
浦
川
：
河
口
部
か
ら
松
浦
大
堰
湛
水

区
域
、
1
4k
m－

1
7k
m
区
間
に

お
い
て
、
自
然
水
際
面
積

割
合
が
増
加
し
て

お
り
、
一
部
に
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
施
策
（
多
自
然
川
づ
く
り
な
ど
）
の
効
果
が
考
え
ら

れ
る
。
 

・
徳
須
恵
川
：
松
浦
大
堰
湛
水
区
域
に
お

い
て
は
、
自
然
水
際
面
積
割
合
は
若
干
減
少
し
て
い
る

が
、
9k
m
よ
り
上

流
で
は
、
自
然
水
際
面
積
割
合
が
大
幅
に

増
加
し

て
い
る
。
河
道
内
の
樹
林
化
及
び
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
施

策
（
1
1
k
m
付
近
 多

自
然
川
づ
く
り
な
ど
）

の
効
果
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
 

・
厳
木
川
：
全
川
的
に
自
然
水
際
面
積
割

合
が
増
加
し
て
い
る
。
河
道
内
の
樹
林
化
及
び
こ
れ
ま

で
実
施
し
て
き
た

施
策
（
3-
4
k
m
付
近
 多

自
然
川
づ
く
り
な
ど
）

の
効
果
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
 

松
浦

大
堰

徳
須

恵
川

合
流

点

厳
木

川
合

流
点

駒
鳴

捷
水

路

大
黒

井
堰

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

10
0

0
2

4
6

8
10

12
14

16
18

2
0

2
2

24
26

28
30

32

河
口

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（
19

9
0－

19
95

年
度

）

時
期

Ⅴ
（
20

0
1－

20
06

年
度

）

松
浦

川

汽
水

域

松
浦

大
堰

湛
水

区
域

(%
)

下
の

井
堰

0102030405060708090

1
00

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

11
12

1
3

1
4

15

松
浦

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（
19

9
0－

19
9
5年

度
）

時
期

Ⅴ
（
20

0
1－

20
0
6年

度
）

徳
須
恵

川

松
浦

大
堰

湛
水

区
域

(%
)

横
枕

堰
本

山
堰

町
切

堰

010203040506070809010
0

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
1
3

1
4

松
浦

川
合

流
点

か
ら

の
距

離
(k

m
)

時
期

Ⅲ
（
19

90
－

19
95

年
度

）

時
期

Ⅴ
（
20

01
－

20
06

年
度

）

厳
木

川

(%
)

 

⑤
：
物
理
環
境
調
査
結
果
（
河
川
局
調
べ
）
よ
り
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（
２

）
特

徴
的
な

区
間

の
経
年

的
な

変
化

と
施

策
の

実
施

状
況

 
 

【
対
象
区
間
】
河
口
よ
り

15
.8
km

付
近

（
唐
津
市
相
知
町
佐
里
下
地
区

）：
自
然
再
生
事
業
と
外
来
種
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

 

 

       

    

1
.
 
実
施
箇
所
の
経

年
的
な

変
化
 

自
然

再
生
事

業
に

よ
り

氾
濫

原
的

湿
地
の

再
生

と
人
と

生

物
の

ふ
れ

あ
い
の

再
生

が
図
ら

れ
て

い
る

。
 

3
.
自
然
再
生
事
業

お
よ
び
そ
の
効
果
 

■
目
標
 

・
河

川
の

氾
濫
原

的
湿
地

の
再
生

 

・
人

と
生

物
の
ふ

れ
あ
い

の
再
生

 

2
.
氾
濫
原
的
湿
地
（
ア

ザ
メ
の
瀬
の
目
標
の
姿
）

 

平
常

時
で

も
河
川

と
の

連
続
性

が
確

保
さ

れ
、
洪

水
時
に
は

撹
乱

を
受
け

、
多

様
な

生
物

の
生

息
場

と
な
る

環
境

 

■
整
備
内
容
と
特
徴

 
●

地
盤

の
掘

り
下
げ

 

→
氾
濫

原
的

湿
地

環
境

の
整
備

 

●
水
路

、
池

、
ワ
ン

ド
の

造
成

 

→
河
川

と
の

連
続

性
確

保
、
多

様
な

環
境
の

確
保

 

●
シ
ー

ド
バ

ン
ク
を

用
い

た
植
生

復
元

 

●
徹
底

し
た

住
民
参

加
（

ア
ザ
メ

の
会

結
成

）
 

●
モ
ニ

タ
リ

ン
グ
調

査
の

実
施

 

 ■
外
来
種
対
策

 
地

盤
の

乾
燥

化
に

よ
る

セ
イ

タ
カ

ア
ワ

ダ
チ

ソ
ウ

な

ど
の
陸

地
性

植
物

の
繁

茂
を
防

ぐ
た

め
に
、
湿
地

の
面

積
を

拡
大

す
る

よ
う

地
盤

の
修

正
設

計
を

実
施

。
ま

た
、
緑

陰
に
よ

る
抑
制

効
果

を
ね

ら
い
、
ヤ
ナ
ギ

類
の

植
栽
を

実
施

。
 

  

■
自
然
再
生
事
業
の
効
果

 
【

河
川

の
氾

濫
原

的
湿

地
の
再

生
に

お
け

る
効
果
】

 

●
出
水
時
、
魚
類
の
避
難
場
所

 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調
査

に
お

い
て

、
河

川
と

連
絡
し
て

い
な

い
池
で
も

魚
類
が

 

確
認

さ
れ
て

い
る
こ

と
か

ら
、

出
水

時
に

ア
ザ
メ
の

瀬
に

侵
入
し
て

い
る
こ

 

と
が

考
え
ら

れ
る
。

 

 ●
魚
類
の
産
卵
場
所

 
ナ

マ
ズ

、
フ

ナ
属
、

モ
ツ

ゴ
が

出
水

時
に

ア
ザ
メ
の

瀬
へ

遡
上
し
、

産
卵
す

 

る
こ

と
が
確

認
さ
れ

て
い

る
。

 

 

 
 ●
稚
魚
の
成
育
場
所

 
通

常
は

河
川

環
境
に

生
息

す
る

オ
イ

カ
ワ

が
、
多
数

ア
ザ

メ
の
瀬
で

 

確
認

さ
れ
て

い
る
こ

と
か

ら
、

遊
泳

力
の

弱
い
小
さ

な
稚

魚
に
と

っ
 

て
適

し
た
環

境
で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。（

右
図

の
説

明
：

松
浦

川
 

本
川

と
連
続

し
て

い
る

ク
リ
ー

ク
下

流
部

に
は
小
さ

い
個

体
が
多
 

数
確

認
さ
れ

て
い
る

。
H1
8年

度
魚

類
調
査

）
 

 ●
ト
ン
ボ
の
生
息
場

 
整

備
前

の
ト

ン
ボ
は

7
種
で
あ

っ
た

が
、

整
備

後
は
1
5種

に
増
加

し
た
。

確
認
 

種
の

ほ
と
ん

ど
が
止

水
性

の
ト

ン
ボ

で
あ

っ
た
こ
と

か
ら

豊
か
な

生
態

系
が

 

形
成

さ
れ
つ

つ
あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 【
人

と
生
物

の
ふ

れ
あ

い
の
再

生
と

し
て

の
効
果
】

 

ア
ザ

メ
の
瀬

で
は
年

間
を

通
し

て
、

田
植

え
体
験
、

魚
と

り
な
ど
環

境
学
習

や
 

イ
ダ

嵐
、
堤

返
し
な

ど
地

域
の

行
事

も
行

わ
れ
、
ふ

れ
あ

い
の
場
と

し
て
活

用
 

さ
れ

て
い
る

。
 

■
課
題

 
・

止
水
環

境
を
好

む
外

来
種
の

生
息
場
と

な
っ

て
い
る

。
 

・
魚

類
は

オ
オ
ク

チ
バ

ス
、
ブ

ル
ー
ギ
ル

、
カ

ム
ル
チ

 

 
ー

、
タ

イ
リ
ク

バ
ラ

タ
ナ
ゴ

 

・
そ

の
他

、
ウ
シ

ガ
エ

ル
、
ア

メ
リ
カ
ザ

リ
ガ

ニ
等
 

・
ア

ザ
メ

の
瀬
に

お
い

て
外
来

種
対
策
を

講
じ

る
必
要

 

 
が

あ
る

。
 

将
来

イ
メ

ー
ジ
図
 

平
成
1
8年

9月
（
現
在
）
 

平
成
1
3年

1
0月

（
整
備
前
）
 

平
成
1
6年

3月
（
一
次
掘
削
後
）
 

魚
と
り

 
堤
返
し

 
田
植
え
体
験

 

オ
イ
カ
ワ
（
ア
ザ
メ
の
瀬
ク
リ
ー
ク
下
流
部
）

0510152025
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変
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）

平
成

1
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平

成
1
6年
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平
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1
8年

度
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ト
ン

ボ
の

種
数

の
変

化
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1
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02468
1
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1
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（
整

備
前
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整
備
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平
成

1
5年
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1
8年
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水

性
ト

ン
ボ

流
水

性
ト

ン
ボ
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【
対
象
区
間
】
河
口
よ
り
厳
木
川
上
流
ま
で
：
魚
道
整
備
お
よ
び
改
良
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 

 

       

     

１
．
魚
道
整
備
状

況
 

・
平

成
1
5年

度
以
前

に
、
松

浦
川
下

流
の
松

浦
大

堰
及
び

厳
木
川
中

流
の

浄
水
場

取
水

堰
に

魚
道
が

設
置

さ

れ
て

い
る
。

 

・
平
成

1
5年

度
に
、
横

枕
堰

、
町
切

堰
、
岩

屋
堰
、
今
村

堰
の
既
設

魚
道

の
改

築
が
実
施

さ
れ

、
魚

道
が

無

か
っ

た
本

山
堰

、
厳

木
下

堰
に

魚
道
の
新

設
が

実
施

さ
れ
て
い

る
。

 
魚

道
設
置

前
 

魚
道

設
置

後
 

２
．
魚
道
整
備
お
よ
び
改
築
例

 

■
厳
木
下
堰
（
厳
木
川
10
k付

近
）
：
魚
道
整
備

 

３
．
魚
道
整
備
効
果
 

●
魚
道

整
備

上
流
部
に

お
い

て
ア

ユ
の

天
然
遡
上

個

体
群
を
確
認

 

平
成

1
5
年

度
調

査
に

お
い

て
、

ア
ユ

の
天

然
遡

上
個

体
群

は
、

横
枕

堰
、

本
山

堰
も

遡
上

し
、

町
切

堰
下

流
に

達
し

て
い

た
こ

と
を
確

認
 

■
横
枕
堰
（
厳
木
川
3
k付

近
）：

魚
道
改
良
 

◆
ア

ユ
 

●
横
枕
堰
の
改
良
に
よ
り
、
底
生
魚
で
あ
る
カ
マ
ツ
カ
の

遡
上
を
確
認

 

横
枕

堰
は
、
魚
道

出
口
の

改
良

、
隔

壁
の

角
落
と

し
や
潜

孔
の
封

鎖
、
植
石

の
除
去

な
ど

が
行
わ

れ
、
魚

道
流
量

が
適
正

化
さ

れ
た
。 

さ
ら

に
、
魚

道
出
口

の
角

落
と

し
の
改
良

を
行
っ
た

。
 

◆
カ

マ
ツ

カ
 

※
平
成
1
5年

度
調
査
に
お

い
て
、
町
切
堰
の
魚
道
が
改
良

前
で
あ
っ
た
た
め
、
町
切

堰
の
遡
上
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、
平
成
16
年
に
魚
道

が
改
良
さ
れ
、
遡
上
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
 

※
カ
マ
ツ
カ
の
遡
上
確
認
は
、

平
成
1
5年

5
月
調
査
時
で
あ
っ

た
が
、
夏
～
秋
に
か
け
て
遡
上

期
を

迎
え

る
ヨ
シ

ノ
ボ
リ

類

の
稚

魚
に

つ
い
て

も
同
様

に

遡
上
が
可
能
と
推
測
。

 

■
横
枕
堰
（
厳
木
川
3k
付
近
）：

魚
道
改
良
 

魚
道
改

良
前

 

魚
道
改

良
後

 

改
良

前
は

、
魚
道
流

量
が

調
整

さ
れ

て
い
な
か

っ
た

た
め

、
河

川
流
量
が

多
い

と
プ

ー
ル

内
に
白
泡

が
目

立
っ
て
い
た
。

 
魚
道
出
口
の
改
良
、
隔

壁
の

角
落

と
し

や
潜

孔
の
封
鎖
、
植
石
の
除

去
、
魚
道
出
口
の
角
落

と
し
の
改
良
 

改
良
後
は
、
魚
道
出
口
越
流

水
は

改
善

さ
れ

て
堰

に
付

着
し
て
流
下
し
、
下
流
水
面

へ
滑
ら
か
に
流
入

 

延
伸
区
間

 

約
7k
m
 


